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國
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力

の

基

本

的

要

素
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.

紙
に
屢v

指
摘
し
た
如
く

i)

櫚
梃
經
濟
は
國
拢
の
生

f
維
持
し
、
*
着

せ

し

め
る
爲
の
手
段
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
は
同
時
こ
國

民
の
生
存
を
防
衛
す
拿
段
で
な
け
れ
.

I

ら

ぬ
。
つ
f

駕

馨

は

そ

の

本

質

に

於
5

防
經
濟
な
る
性
|

持
つ
の
で
あ
る
。 

激
し
こQ

本
質
は
常
に
必
づ
し
も
明
瞭
に
現
は
れ
f

Q

S

な
い
。
初
期
蒙
主
義
に
は
、
國

民

醤

の

國

防

_

的
性
格
は
明
瞭 

に
現
は
れ
た
か
、
自
農
木
產
段
階
に
於
て
は
不
明
瞭
と
な
り
ハ
獨
占
資
本
主
義
段
階
に
於
て
W

び
明
味
と
な
り
始
め
、
最
後
に
統 

制
資
本
生
義
段
階
に
於
て
、
國
民
經
濟
の
、國
防
經
濟
的
性
格
は
全
面
的
に
現
は
れ
る
に
至

.つ
た
の
で
あ
る
。 

’

■註

0
0 
_

「

菌
期
經
濟
學
W
國
防
經
濟
學
的
性
格」

本
誌
彐
四
卷
ニ：

號
、. 「

再
盡
理
論
の
構
造
變
化」

本

誌
三

四

卷

六

號

參

照
，，

.

斯
く
國
民
經
濟
は
そ
の
本
質
，に
於
て
國
防
經
濟
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
國
民
！g

濟
が
持
つ
國
防
力
、
即
ち
隱
經
濟
力
は
如
何
な
る
要
.

素
か
ら
な
る
か
\°
•
.
,
,

 

,

•
- 

• 

•

藍
し
國
民
經
濟
は
、
ゴ
ジ
ト
ル
が
說
く
如
く
、
國
民
協
同
體
：に
基
-礎
を
置
き
、
又
國
家
な
る
權
カ
權
成
體
に
支
配
さ
れ
て
ゐ
る
。
つ 

ま
り
國
臾
經
濟
は
そ
.

.

の
楫
抵
に
於
て
同
時
に
國
战
な
る
鞲
成
體
で
も
あ
れ
ば
、
國
家
な
る
構
成
體
で
も
あ
る
。
從
つ
て
麗
經
濟
が
持 

國
防
經
濟
欲
班 

， 
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於 :-' マ' -1
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、
國
.
.
防
舞

濟
.

欲
.率 

三
.

四
o
 

(

一
六
七
人
ノ 

つ
國
防
力
、，
即
ち
國
防
經
濟
カ
は
、.
.

眾
に
：經
濟
的
耍
素
の
み
か
ら
&

る
.

の
，
で

は

な

く

、

.

同
時
に
國
民
的
要
素
、：
國
家
的
耍
素
か
ら
な
る 

の
で
：あ
る
ノ
こ
の
點
に
關
し
グ
イ
ド
オ
>

.

フ
ィ
シ
ャ
ー
の
所
說
は
，頗
る
示
唆
に
富
ん
で
ゐ
る
0

.

ベ
註)

.

註 

G
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h
e
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6P?

彼
に
據
れ
ば
、
國
防
經
濟
力
.
の
*

成
要
素
ば
次
.

の
如
く
で
.

あ
.る
0 :
'

r

政

治

的

要

素
.

：
：，
 

'ぐ
.

V
 

, 

.

.

• 

• 

1

國
家
の
地
政
治
學
的
狀
態
.

•

2

.

國
土
の
廣
さ
、
人

口

の

數

と

密

度

. /
、

3

國
足
の
関
結
力
と
文
化
程
度 

’

，

4

.

國

境

の

麵

類

と

隣

接

國

民

の

志

向
:

ニ
、
心
理
的
要
素 

.

'

:

5

.

國
內
經
濟
力
の
.轉
換
性
と
發
明
的
精
神

•

6

國
民
の
忍
耐
力
、
强
靱
性
、

' 
順

廄

性

.

： 

,

H

、
經
濟
的
要
素 

，

_ 

:
. 

'

く， 、 … - - , v  … ” 印 ア .r r ..•マ マ p . . ' ' , , .タ フ .

：

•ゲ
土
地
の
肥
沃
さ
と
土
地
理
藏
物
の
豐
さ
：
 

, 

.

’ 
•

.

.

-

8
 y

業
紐
織
と
，技

術

水

準

. 

• ■ 

■

.

9

交
易
及
び
交
嗵
施
設
の
程
度
'

:

10

.

.
國
家
及
び
經
濟
の
金
融
力 

•

1

地
政
治
學"

o
e

o
p

l
k

)

は

『

政
治
|

の
地
的
拘
朿
性
に
，關
す
る
现
論』

i

で
あ
る
。
つ
ま
り
國
家
の
政
治
I

が
的 

何
に
地
理
的
な
拘
來

^
受
け
る
か
を
硏
究
す
る
學
問

.で
あ
る
。
と

こ

.6
で
ー
國
家
の
.
.地.政
治
擧

.的
啾
態
は
.國
境
地
帶
に
對
す
る
敵
の
攻 

.

寧

の

難

翁

決

李

る

し
.

論

雙

b

國
土Q

内
部
に
於
I

ら
れ
る
可
き
藝
f

規
定
す
る
。

'
そ
れ
に
ょ
？

音

國

の

經

濟 

地
帶
や
藤
が
破
壊
を
受
け
凝
い
か
、
經
，

■
軍
隊
、
.
住
拔
に
對
す
る
資
材
や
I

資
料
の
補
給
が
危
險
と
な
る
か
否
か
が
明
ら
か
と 

な
る
。
又
領
土
か
集
合
し
て
ゐ
る
か

、

！散̂
し
て
ゐ
る
か
、
海
洋
へ
の
出
口
，が
ど
う
で
あ
る
か
、

襲
地
方
や
國
土
の
内
部
に
あ
る
自 

然
的
障
碍
は
ど
う
か
、
敵
國
浪
とQ
.

距
離
は
ど
う
か
、
產

經

濟

馨

が

墨

か

ら

近

い

か

ど

う

か

、
薦

、
，政
治
、
文
化
の
中
、レ
地 

.
か 

一A

所
に
集
中P

V
:

ゐ
る
か
f

か
等
を
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

"
こ
れ
等
種
々
泡
る
雲

Q

影
響
は
軍
隊
及
び
經
濟
が
必
耍
と 

、•
す
る
防
禦
策
の
範
圍
、
種
類
を
決
定
す
る
。
自
國
に
於
け
る
地
政
治
學
的
繼
を
知
る
ば
か
り
で
な
く
、
更
に
隣
接
國
、
特
に
敵
對
關 

.

.
'係
.に
陷
急
い
隣
接
國
の
.
地
政
治
學
的
評
價
I

行
.は
な
け
れ
ば
一

な
ら
な
い
。
何
と
な
れ
ば
、
こ
れ
に
ょ
つ
て
5

及
び
經
濟
に
對
す
、

 

遂

國

の
_

備
方
策Q

方
向
、
目
標
が
與
.
へ

ら

れ

るか
ら
で
あ

る
0

.

0
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2

阈
土
，の
.
廣
さ
は
國
防
經
濟
力
に
影
響
を
與
へ
，る
。
と
沄
ふ
の
は
、
そ
れ
’
は
利
用
し
得
_る
經
濟
域
地
竝
び
に
爾
し
得
る
經
濟
カ

と
.人
口
數
と
の
'關
係
を
規
定
す
る
か
ら
で
あ
る
。
人
ロ
數
と
そ
の
密
度
も
亦
_

防
經
濟
カ
に
殊
に
影
響
を
與
へ

る

。

人
口
數
が
■多
く
、
 

.密
度
が
高
け
れ
ば
、
そ
れ
だ
げ
典
員
の
增
加
も
裝
備
の
强
化
も
可
能
と
な
る
.0

だ
が
又
人
0

が
.ー
定
の
地
域
に
密
集
し
、

M
住
す
る
場 

合
^

は
、
そ
の
地
域
は
‘
そ
れ
だ
け
に
敵
の
攻
擊
、
.侵
入
を
受
け
易
い
°

農
村
と
都
71
1
-

と
の
間
に
人
ロ
を
適
度
に
分
散
す
る
こ
と
は
又
國 

^

の
保
他
上
か
ら
も
必
耍
で
あ
る
。
戰
時
に
は
一
.
時
一
定
の
地
域
が
敵
の
ド
1
1領
に
ょ
り
分
離
さ
れ
る
こ
と
も
豫
M'
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ 

か
ら
結
局
獨
士
の
内
部
に
於
て
も
平
均
に
經
濟
中
心
，地
.を
分
布
し
、
平
均
に
都
市
と
農
村
と
の
需
耍
を
適
合
さ
せ
る
や
ぅ
に
努
カ
し 

.
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
全
體
の
經
濟
權
造
竝
び
に
全
國
土
に
苴
る
人
ロ
密
度
と
階
層
と
が
平
均
に
分
布
さ
れ
て
ゐ
れ
ば
ゐ
る
だ
.け
、
そ
の 

國
防
經
濟
力
は
大
き
い
.
の

で

あ

る

.。

•

0

0
國

.^

の
雜
カ
を
耍
求
す
，る
瑰
代
の
戰
爭
は
、
統
ー
的
.な
國
拔
意
志
、.
即
ち
國
民
の
纖
結
カ
が
な
け
れ
，ば
、
こ
れ
を
遂
行
し
#
な 

い
0
.
.と
の
國
民
の
幽
結
カ
は
國
，拔
が
同
.ー
段
族
ょ
り
な
る
場
合
最
も
强
い
'0

こ
れ
に
反
し
そ
の
國
拔
の
内
に
各
種
の
小
數
风
族
を
含
む 

か
、
信
賴
し
難
き
多
數
の
植
民
地
原
住
提
が
.居
る
か
、
自
國
民
內
に
も
社
#

的
、
經
濟
的
不
滿
が
苻
す
る
か
す
る
場
合
に
は
、
國
汉
の

團
給
力
は

^
し
く
弱
ま
る
。
國
拔
の
內
に

.斯
か
る
信
賴
し
難
き
分
子
が
多
く
含
ま
れ
て
ゐ
る
場
合
に
は
、
典
士
と
勞
動
者
と
を
提
他
す

• 

♦
.

 

'

、

る

.ど
こ

_ろ

か

、

:,
却

つ

て

國

家

0

軍

事

カ

と

#

察

カ

と

を

消

耗

す

る

こ

と

に

な

る

0'
„
そ

.Q
上

こ

の

際

起

り

得

る

智

營

D

ff
i

亂

、

サ

ボ

タ

！
 

デ

ユ

は

M

防

嚴

濟

力

を

も

甚

.し

C

抵

下

さ

せ

、る

と

と

に

な

る

。
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^

4

.
山
腿
、
沙
漠
、
.
森
.林
、

:

類

、
河
川
ハ
湖
沼
、
海
洋
等
の
息
的
な
國
境
の
種
類
は
'
 

軍
事
上
の
防
禦
、

...攻

擊

の
可
能
性
を
规 

定
す
る
ば
か
り
で
な
く
經
濟
他
帶
や
款
備
の
戰
時
避
.濟
に
於
ホ
る
利
用
方
法
を
も
規
觉
す
る
o

'.最
近
長
距
離
胤
.の
射
程
が
益
々
延
び
、 

機
械
化
部
隊
に
ょ
る
電
擊
的
侵
入
の
可
能
性
が
输
し
.
て
來
た
結
梨
、.
今
日
約
西
キ
ギ
メ
丨
、ト
ル
の
國
境
地
帶
、
否
な
そ
れ
以
上
の
國
览 

•

地
帶
を
す
ら
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
地
.帶
は
戰
時
.に
は
國
防
經
濟
上
最
早
利
用
し
得
な
く
な
る
。
從
つ
て
經
濟
上
重
要
な
工
業 

中
、も
■地
は
m

f

だ
け
こ
れ
證
境
馨
か
ら
遠
く
に
移
す
こ
と
が
■

で
あ
る
。
そq

上
飛
行
機Q

#

威

は

國

境

馨

に
と
ど
ま
ら 

ず
、
國
家
の
_

域
に
及
び
、
.
特
に
經
濟
、
政
治
、
文
化
の
中
心
地
が
狙
は
れ
る
。
か
く
危
險
が
國
境
を
越
へ
.て
國
土
の
內
部
に
及
ぶ 

.
爲
、
有
利
な
外
交
的
蒸
を
利
用
し
、
隣

接

諸

麗
Q

_

に
影
_

を
及
ぼ
す
こ
と
が
必
要
に
な
？

來
る
。
恶

し

隣

接

諸

駕

Q

一
 

部

を

政
^

乃
与
-
經
濟
協
定
に
ょ
り
、
.
少
く
と
も
將
來
戰
爭
の
起
る
際
中
立
的
態
度
を
と
ら
し
め
る
に
.衣
功
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
に
ょ 

々
國
民
の
_

防
經
澈
力
は
根
本
的
に
高
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
るC

5

 

:〒
時
彩
濟
か
ら
锻
時
經
辦
へ

0

轉
換
に
は
一
定Q

期
間
を
要
す
る
。
だ
が
戰
闘
行
爲Q

遂
行
を
謙
さ
せ
た
り
、
證
さ
せ
た 

り
或
は
國
氏
や
經
濟
の
全
袖
給

.

を
危
險
な
ら
し
め
た
り
し
な
い
場
に
は
、
こ
の
轉
換
は
出
來
る
だ
け
短
期
間
内
に
行
は
れ
な
け

I

戈 

な
.

ち
ぬ
。

.

自
國
領
土
內
の
戰
鬪
行
爲
と
雖
も
、
そ
れ
に
不
可
避

.

的
に
伴
ふ
置
を
經
濟
の
迅
速
な
る
肩
換
に

.

ょ
つ
て
克
服
し
、
調
和
さ 

せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
經
濟

f

 q

全
S

に
於
て
、
又

.
f

の
企
業
內
部
运
て
、
.轉

換

性
. £

|

-

|

む
ほ
ど
、
意

に

戰

時

經
. 

濟
上
必
■

靈

力

管

れ

得

る

し

、
潜

窮

隱
S

力
が
火
き
い
こ
と
に
な
る
。
更
に

S

Q

轉

糧

產

拔

Q

內
に
燃
ぇ
て
ゐ

.

る
發
5

^

精
制
に
ょ
っ
て
初
足
.
さ

れ

る
.'
'
:°

そ
れ
は
常
忆
.現
は
れ
來
た
る
缺
乏
を
補
ひ
、
新
た
な
る
要
求
を
滿
し
搭
る
し
、
戰
時
_

的 

:

國
防
：經
濟
：欲
求
. 

.

•

三
四
三

(

.

T

X八p



.
國

防

轫

濟

.欲

尜

： 

看

四

Q

六
八
5 

に
制
約
さ
れ
た
經

.濟
と
國
民
生
活
：の
轉
換
を
极
本
的

.に
，容

晷

な

ら

し

め

る
〒

.

.
:
.
.
.

' 

6
觅
に
ー
國
與
の
.阈
防
經
濟
力
の
精
神
的
權
成
議
と
し
て
擧
げ
ら
れ
；

の
は
、
.國
民

.の
忍
耐
力
、
.强
鞍
.性
、
順
應
性
で
あ
る
。 

:と
.の
點
に
於

.て
は
、
俄
度
の
咳
化
を
持
つ
國
民
，ょ
り
も
、
高
度
の
文
化
を
持
つ
國
民
の

.方
が
、
見
角
.に
跪
い
0
從
つ
て
特
に

>问
度
の
ヒ
.
 

化
を
持
つ
國
坊
に
對
し
て
は
、
困
湖
に
際
し
て
も
全
國
民
に
必
宴
な
統
一
的
抗
戰
意
志

.を
保
た
し
め
る
爲
に
、
戰
前

M
び
に
戰
時
中
國 

.

.民
の

精

神

謀

が

必

.要
で
あ
る
。
勞
働
若
及
び

■そ
の
家
族
の
抗
戰
意
志
は
戰
時
經
濟
の
勞
働
力
に
決

I

な
影
響
を
與
へ
る
し

、

M
に 

は
軍
隊
の
精
刺
的
態
度
及
び
そ
の

':
^
解
力
に
も
影
響
を
與
ベ
る
。
そ
.れ
故
軍
亊
上
！及
び
經
濟
上
の
攻

_
カ

，は

、

國

家

が

國

民

を

指

^
し 

.國
&
rf
l胡
を
促
化
し

.胥

.揚
し
得
る
か

.否
か
に
大

.い
に
.か
か
つ
て
ゐ
る

9 

;

7

人
口
の
密
度
、
都
市
と
農
村
間
の
人
ロ
の
分
布
狀
態
と
共
に
、
更
に
土
地
0'

肥
沃
さ
が
國
の
食
歡
の
自
給
程
度
を
決
定
す
る
0 

M

に
土
地
埋
藏
物
の
豊
ざ
が
、
.
戰
時
經
濟
に
必
要
な
原
料
、
補
助
林
料
の
自
給
程
度
、
外
國
へ
の
依
存
程
度
を
決
定
す
る
。
原
料
に
就 

5

て

は

M
ft
そ
の
坐
產
地
が
危
險
な
_
境
地
帶
に
近
い
か
ど
ぅ
か
、
又
恐
ら
く
放
棄
せ
ざ
る
、を
得
な
い
池
帶
に
あ
る
か
ど
ぅ
か
を
願 

嗷
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
.0

と
云
ふ
の
.は
、
斯
か
る
地
帶
は
戰
時
經
濟
の
原
料
植
給
に
役
立
た
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

一
國
が
そ
の
農
業
生
產 

及
び
原
料
資
源
に
於
て
外
國
に
依
存
せ
ざ
る
ほ
ど
'、

そ
の
掘
K；
-
經
濟
カ
の
高
い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

8
 

■工
業
組
織
の
細
胞
を
な

す

谷
企
業
亦
，小
‘

企
業
で
あ
り
、
.
そ
れ
等
が
獨
立
に
特
殊
な
製
品
の
生
產
.に
從
祟
す
る
場
合
ょ
り
も
、
大 

企
業
を
單
位
と
し
、

こ
，れ
等
が
規
格
.の
被
一
さ
れ
た
製
品
を
大
量
.坐
產
し
、
且
.つ
企
業
相
5:

に
縱
斷
的
に
有
櫸
的
に
結
合
さ
れ
て
居
る 

.

場
合
'の
方
が
、

戰
時
遙
か
に

生
產
能
率
を
擧
げ
得

る

。

他

方

工
業
が
大
工
業
中
心
地
に
集
中
さ
..

れ
る
時
は
、

破
壞
を
受
け
易
い
没
、
國

家
P

全
經
濟
領
域
に
ー
旦
り

適
度
に
分
散
さ
せ
る
こ

と
.が

必

要

で

あ

る.0
又

技

術

水

準

は

直

接

の

戰

闘

行

爲

の

み
な
ら
ず

、

軍

需

品

の
生 

0

al

に
は
鋭
後
國
拔
の
抗
戰
力
に
も
決
定
的
影
響
を
與
へ
.
.る
。
特
に
自
國
經
濟
の
外
國
か
ら
の
獨
立
を
强
化
す
る
爲
に
、
技
術
の
發 

•
達
に
ょ
り
代
州
品
生
產
を
行
ふ
こ
と
が
必
耍
で
あ
，る
0

9

..
1
.

國
の
交
易
形
態
及
び
發
達
の
程
度
は
國
防
經
濟
上
重
要
で
あ
る
？

一
 

國
が
平
時
に
於
て
交
易
、
特
に
通
過
賢
易
を
’行
つ
て
ゐ 

る
場
合
k

,
は
、
.
.そ
れ
だ
け
屯
要
原
料
、
製
品
、
更
に
は
坐
活
資
料
の
ス
ト
ッ
ク
が
豊
富
で
あ
り
、
從
つ
で
戰
帝
_
備
の
爲
の
ス
ト
ッ
ク 

を
向
.動
的
に
な
す
こ
と
に
な
り
、
殊
更
多
額
の
失
.費
；
伴
ふ
戰
爭
準
備
專
用
の
ス
ト
ッ
ク
量
を
節
約
し
得
る
:0
又
一
國
が
他
國
の
必
要 

と
す
る
財
貨
を
商
^

^
に
處
分
し
得
る
し
而
か
も
職
時
に
際
し
て
も
輸
出
を
な
し
得
る
な
ら
ば
、
そ
の
場
合
自
國
の
必
要
と
す
る
^
貨 

の
輸
人
余
力
は
頓
る
大
で
あ
る
。
更
に
.
ー
國
の
貿
易
網
が
.：廣
備
に
亘
つ
て
ゐ
名
場
合
に
は
、
戰
時
に
於
て
も
こ
の
貿
易
網
を
利
用
し
、
 

.向

阈

の

國

舊

濟

力

を

强

化

し
.#

る
。T

方
一
.
國
の
持
つ
交
通
施
設
も
亦
國
防
經
濟
上
麗
要
で
あ
る
。
有
力
な
商
船
隊
は
總
ヵ
戰
に
缺 

く
可
ら
ざ
る
强
カ
な
要
素
で
あ
る
。
設
備
の
完
全
な
、
而
か
も
生
產
又
び
消
費
の
中
心
地
と
ょ
く
連
絡
の
と
れ
て
ゐ
る
港
も
同
様
國
防 

盡
濟
上
1

要
で
あ
る
。
國
の
領
土
內
に
於
て
も
、
經
濟
的
、M

事
的
移
動
を
確
保
す
M

に
、
鐵
道
網
、
道
路
網
を
充
分
建
設
し
な
け 

れ
ば
な
ら
ぬ
。
本
來
の
交
通
施
設
の
外
に
、
吏
に
國
內
及
び
外
猶
と
の
通
信
連
終
も
亦
同
防
經
濟
上
爾
，要
な
意
義
を
持
つ
。
特
に
今
日 

そ
の
國
內
國
外
に
對
す
を
宣
傳
的
役
割
は
高
く
評
價
さ
れ
な
付
れ
ば
な
ら
ぬ
。

S

國
家
及
び
經
濟
の
金
融
力
も
亦
國
防
經
濟U

と
0

■て
重
.要
で
あ
る
。
そ
れ
は
如
何
な
る
程
產
國
防
經
濟
上
の
種
々
な
要
求
が 

滿
さ
れ
得
る
か
、
§

$

備
金
が
如
何
な
る
程
度
存
す
る
か
を
決
擎
今％

に
重
.要
な
Q

S

家
及
び
經
濟Q

金
融
。
流
動
性
と 

國

防

經

濟

欲

求
：

.

■

,

l

l

i
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六
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轉
換
付
で
あ
り
’

こ
れ
に
ょ
つ
て
平
時
需
要
か
ら
戰

馨

要

へ

.の

.切
替

が

迅

速

篇

か

も

摩

.隙
な
く
行
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ね

。
.

右
の
f

 

i

 

•

フ
•ィ
シ
ャ
1

は
阈
防
養
力
の
鞲
成
耍
素
と
し
て
、
單
に
純
經
濟
的
要
素(

三)

に
限
ら
ず
、
罢

駕

の

>

现
的
要
素(

ニ
V
陶
家
の
政
治
的
要
素(

一)

を
擧
げ
て
ゐ
.

1
に
於
て
、
頗
.る
示
唆
に
富
む
.
も
の
で
は
あ
る
。
然
し
彼
は
政
治
的
要

.

素
と
I

的
要
素
と
經
搞
的
講
を
羅
列
す
る
に
と
ど
ま
り
、
相
互
の
有
機
的
關
蹩
明
ら
か
に
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
そ
の
上
同
S

の

要
素
の
&

他
概
類
I

素
が
混
t

れ
、
例
へ
ば
、
1

S

I

雲

：

Q

 

3

と
し
て
國
民
Q

U

る
心
现
的
要
素
を
擧
げ
た

り

.
叉
2

.

Q

4的

議

に
.，O

Q

國

内

醤

力

q

轉

換

性

な

る

經

德

雲

羞

げ

た

り

し

、
通

し

き

證

^
陷
つ
て
ゐ
る

。
.

.
斯
か
る

I

に
陷

t
 

4

 く
、
，
寧

ろ

露

的

に

.國

防

經

濟

力

慕

成

要

素

を

分

類

す

る

S

、

素

材

と

形

式

と

に

分

け

て

說

明

す
 

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。 

•

，蓋
し
國
防
S

と
し
て
s

i

濟
.は
、

一2

於
て
國
民
Q

.

f

集
持
す
る
と
同
時
に
、
他
方
に
そQ

生
f

-防
衛
し
な
け
れ 

ば
な
ら
ぬ
。
從
つ
て
平
戰
兩
時
を
通
じ
、
國
民
の
生
得
の
維
劳
に
必
奮
物
資
を
再

i

す
る
と
同
時
に
、
禱

を

妻

し
て
行
か
な
、
 

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
策
備
の
I

は

麗

經

濟

の
I

產

糧

か
I

大
な
I

力
の
脫
落
I

心
き
起
す
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故 

一
方
に
於
て
尨
大
皇
產
力
の
馨
が
行
は
れ
る
に
も
拘
ら
ず
、
：
而

か

為

I

I

生
產
I

I

に
、
•
國
段
の

I

の
維
持
と
同 

時
に
防
衛
を
な
し
I

爲
に
は
、
生
產
力
の
維
持
、
•
更
に
.は

翼

が

必

要

で
I

。

つ
ま
り
國
防
經
濟
と
し
て

o
國

民

經

濟

は

-
結

局

生 

泰
カ
獄
持
發
展
を
そ
の
窮
極
の
使
命
と
す
る
。
從
つ
て
國
防
經
濟
力
と
は
國
民
經
濟
が
持
つ
畫
力
に
外
な
ら
ぬ
。
と
こ
ろ
で
國
民 

經
濟
.が
持
つ
坐
產
力
の
本
源
的
要p

は
、
國
民
經
濟

.の

.湛
礎
を
な
す
國
段
協
同
體
の
持
つ
^
働

^,
4
、國
场
經
牌
を
支
配
し
て
ゐ
る
國
家

す
る
_

 
土
の
自
然
力
と
で
1

0

.

1

勞
傲
力
と
息

力

I

本
源
的
要
素
が
結
合
し
て
、
派
生
的
に
原
料
、
賤
械
、
動
力
燃 

料
、
靈
機
關
等
ゆ
生
產
財
が
作
ら
れ
る
。
.

こ
れ
等
勞
働
力
と
.

o
n

然
力
と
唐
財
と
が
生
産
力
の
f

 

i

成
耍
素
である。

そ
し
て 

生
產
杜
凡
て
.勞
働
カ
'<
!

1
自
然
カ
と
旣
に
生
產
さ
れ
た
生
產
財
即
ち
狹
義
の
資
本
と
が
結
び
0

い
.て
行
は
れ
る
の
で
あ
る
0 

.

.と

.
こ
ろ
で
一
國
.民
經
濟
が
持
っ
生
産
力
の
：こ
れ
等
三
要
素
の
内
、
勞
働
力
は
岗
體
的
に
は
人
口
數
、
人
口
柳
成
に
ょ
っ
て
田
約
さ
I
 

て

管

、
.
こ
の
點
自
然
力
や
既
に
生
產
さ
れ
て
ゐ
る
塞
財
と
同
様
單
に
與
へ
ら
れ
た
所
の
も
の
、
即

ち

『

所
與
件』

に
過
ぎ
な
い
。 

然

し

霞

力

は

單

な
.る
肉
體
的
な
力
で
な
く
、
同
時
に
精
神
力
で
あ
：り
、
/
意
志
力
で
I

故
、
そ
れ
は
鳥
力
や
盡
財
等
の
所
與
件 

を
變
化
せ
し
め
る『

所
作
件』

で
あ
るc

從
.っ
て
他
の
生
產
要
素
が
受
動
的
で
あ
る
に
對
し
、
勞
働
力
の
み
が
能
動
的
で
あ
る
點
に
於 

て
他
と
區
別
し
な
け
れ
ば

f

a

。
だ
が
孰
れ
に
X

 

_

的

塞

働

力

と

囊

的

な

論

然

力

、
生
産
財
t

三

權

成
雲
か 

ら
な
る
生
.產
カ
こ
そ
、
國
陈
經
濟
力
の
跋
本
的
素
材
を
な
す
の
で
あ
^

0

.

.

.

然
し
こ
の
屯
產
カ
な
る
素
材
が
國
防
經
濟
カ
と
し
て
現
實
に
現
は
れ
る
，に
は
、
常
に
一
定
の
禅
即
ち
形
式
シ
通
し
て
の
み
現
は
れ
る 

の
で
あ
る
。
こ
の
形
式
を
な
す
も
の
は
、
國
民
經
濟
•が
夫
.々
の
歴
史
的
發
展
段
階
に
於
て
持
っ
經
濟
組
織
で
あ
る
。
更
に
經
濟
組
織
は 

1
、

經
濟
志
向
.

ニ
、
體

制
.

三
、
.
技
術
の
其
未
的
糨
晚
要
素
か
ら
な
.るC

碧
 

.

•-
.

課

<
择 

W
e
r
n
e
r

 

S
o
m
b
a
r
t
,

 

D
i
e

 

O
r
d
n
u
n
g

cu

这 

w
i
l
i
s
c
h
a
f
t
s
l
e
b
e
n
s
.
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茫
81

ロ
，19

2
7
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s
.
1
4

 ff.,

' 

.一.
の
經
濟
志
向
と
.は

、

經

濟

組

織

の

細

胞

を

な

，す

個

々

.の
經
濟
行
爲
者
の
主
觀
的
精
神
で
あ
る
.
。
換
言
す
れ
ば
、
經
濟
行
爲
苕
を
規 

.

定
す
i

的
設
定
、
動
機
、
態
塵
範
の
總
稱
で
あ
る
。
先
づ
.
人
々
は
經
濟
生
活
に
對
し
根
本
的
に
異
な
っ
た
ニ
っ
のE

的
態
度
を
と 

國

防

經

濟

欲

求
'

 

:

ノ 

.、

 

'
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七

(
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五
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I

る
。

.即
ち
人
々
.は

消

費

財

塞
e

:
の
：爲

’に

生

產

す

る

.
か
、
A

至
は
他
人
の
爲
に
生
産
す
；る
か
I

的
と
な
し
得
る
。
.前
f

.

あ
つ 

て
は
欲
望
充
足
§

原
則
に
從
ひ
、
'

_

宏

，つ
て
は
最
大
可
能
な
る
利
潤
の
獲
得
な
る
營
利
の
原
則
に
從
ふ
。
經
濟
志
向
が
異
つ
て
權 

成
さ
れ
る
、
第

1
|

の
.
點
は
、
手
段
選
擇
に
當
つ
て
の
態
度
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
篇

主
義
的
な
態
度
と
合
理
主
義
的
な
I

と
が
あ
る
。 

射

諸

に

於

て

は

葉

Q
手

段

系
.ひ
て
經
濟
^I

營
ま
ん
と
す
る
。
と
れ
に
反
し
後
者
に
於
て
は
、
業

？

段

を

豊
Q

0

的
に
最 

も

審

I

も
Q

.

I

S

I
檢
討
し
.

.
然
m

4

l

.

て
、
常
に
最
も
合
目
的
な
♦

段
を
選
ば
ん
と
す
る
。
經
濟
志
向 

の
第
三
の
极
本
的
賛
は
、

'
國
.民
經
濟
に
參
加
し
て
ゐ
る
個
々
.
の
經
濟
行
爲
翥
互
の
態
度
で
.あ

る

。

こ

れ

に

は

叉

個

人

、讓

的

と

全
 

體

主

義

的

の

一

,
ー
つ
の

■
態
度
が
1

0

.

個
人
主
義
的
態
度
と
は
、
各
人
が
専
ら
私
益
に
導
か
れ
.て
經
齋
行
爲
を
營
む
こ
と
.
で
あ
る
。
こ
れ 

に

反

し

齒

唐

的
®

と
は
、
^

:
人
が
個
人
た
る
よ
り
も
、
よ
り
大
i

協
同
也
活
體q

 

i

た
る
た
と
を
星
し
、
實

私

益

に 

■
か
れ
ず
し
て
寧
ろ
公
益
優
先
の
立
場
に
於
て
經
濟
行
爲
を
營
む
こ
と
で
^,

る
。

1
1

の
賭
制
と
は
、
，經
濟
組
織
の
細
胞
.を
.な
す
'個
々
の
經
濟
行
爲
者
相
互
の
結
び
つ
き
方
で
あ

セ
、
.
づ
ま
り
經
濟
行
爲
容
相
亙
問
の
决 

序
で
あ
る
。
そ
れ
は
丁
.度

人

體

畚

辛

る

細

胞

、
浮
は
そ
れ
等
か
ら
な

る

人

_

棼

相

泛

一

定

.
Q

結

び

つ

き

方
、
即

ち

體

制
 

が
存
す
る
に
等
し
い
。
と
こ
ろ
で
こ
の
體
制
に
は
.

1

、
角
由
經
濟
的
と
拘
束
經
濟
的
2

、
私
經
濟
的
と
公
經
濟
的
3

、
無
計
迸 

經
$
的

と

誠

經

濟

的

等

の

麓

が
あ

る

.。

個
々
§

濟

行

爲

者

が

.個

人

的

規

範

に

從

つ

て

行

動

す

る

か

、

J

人

乃

至

籠

の
獨

敎

檣
 

の
行
使
に
從
つ
て
行
0

す
.る
か
に
よ
つ
て
、
經

濟

體

制

は

自

甶

购

乃

至

拘

束

的

に

分

け

ら

れ

ん

パ

义

經

濟

生

话

の

重

點

が

私

齠

濟

に

置
 

か

れ

ろ

か

公

經

濟

に

置

か

れ

る

が

に

よ

つ

て

2

の

區

分

が

な

さ

れ

得

る

。

：史

に

經

濟

珩

爲

者

が

自

己

0.
削

意

活

動

に

從

つ

て

相

5:
に

自

.

.

,

‘i?

動
的
に
結
び
つ
く
か
、
乃
茧
ば
豫
め
國
家
ぞ
の
他
の
中
火
機
關
に
よ
つ
て

.な
さ
れ
た
計
畫
に
從
ひ
、
經
濟
行
爲
客
全
體
の
相
亙
の
結
び 

つ
き
方
を
規
宛
す

.る
か
に
よ
つ
て

3
0.
.區
分
が
な
さ
れ

.る
0
/ 
.

:

經
濟
組
織
の
糨
成
要
素
は
單
に
そ
の
細
胞
た
る
經
濟
行
爲
-#
の
主
觀
的
精
神
竝
び
に
經
濟
行
爲
煮
相
瓦
の
結
び
つ
き
方
に
と
ど
ま
ら

# 

.

ず
、
M

に
經
濟
行
爲
容
と
物
と
.
の
結
び
つ
き
方
も
そ
の
.

一
掃
成
要
素
を
な
す
。
即
ち
經
濟
に
於
て
は
財
貨
の
.調
達
が
問
題
で
あ
b

、
_
從

•
- 

'

つ
て
人
々
は
外
的s

i

然
物
を
自
B

の
欲
豸
に
適
し
允
物
に
す
る
爲
に
手
段
を
用
ひ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
手
段
乃
至
方
法
が
技
術
で 

あ
る
。
こ
の
技
術
は
、
そ
の
，栽
礎
づ
け
が
經
驗
に
よ
る
か
科
學
に
よ
る
か
、
そ
の
變
化
が
靜
止
.的
で
あ
る
か
革
命
的
で
あ
る
か
、
そ
の 

實
施
が
荷
機
的
で
.
あ
る
か
非
有
機
的
で
あ
る
か
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
，る
。
.
經
驗
に
蕋
づ
く
技
術
は
多
く
の
場
合
傅
統
的
な
も
の
で
、
長 

年
月
に
亘
り
變
化
せ
ず
、
靜
止
的
な
る
に
對
し
‘

科
學
に
1

づ
.
く
技
術
は
苗
然
科
學
の
急
速
な
發
達
に
よ
り
、
短
«-
間
に
革
命
的
な
變 

化
を
來
た
す
。
有
機
的
な
技
術
と
は
植
物
、
動
物
、
人
問
等
の
有
機
體
の
カ
乃
至
成
長
力
を
利
用
す
る
も
の
.で

あ

る

"

こ

れ

に

反

し

非 

宿
機
的
技
微
と
は
、
機
械
力
乃
至
鐵
、
石
炭
等
の
無
機
物
、
.
.更
に
は
蒸
氣
力
、
電
力
等
.の
無
機
の
力
を
利
用
す
る
も
の
で
あ
る
。一
 

.
斯
く
て
經
濟
飢
織
.
の
權
成
要
素
は
次
の
表
に
纏
め
ら
れ
る
。

■

一
、
經
濟
志
向 

.
；

. 

.
'

‘

.

1

欲
望
充
足
の
原
則
1

營

利

の

原

則
.

■

.

,

,

‘

■

2

傯
統
主
義

I

合

理

主

義

：

.
；

 

.

■

8

: '

全
體
主
義
.

——

個
人
主
義

:
p
.
:
防

‘經
：
濟

徽
#

v

• 

— 

. 

«

.
三

饨

九
..

C

:;:

ハ
べ
七

)

i.

-

J

i

i

h
r

•，
パ

 

-
s
v
^
^

技
--.̂...,,

.

.
^
c
i

そ
,
！
^



拘
束
經
濟
. 

公

經

濟

、

-

自
由
經
濟」

■私

經

濟
. .
'

,

.

• 

- 

* 

• 

.

a

訐
■

經
濟——
無
計
窬
經
濟 

‘

三

、
技 

#

.

„:'
. . 

,

'

•

..

.
 

. 

. 

-

- 

. 

.

.

1

經

驗

钠

I

科

學

的
.

• . 

:

.

2

靜
止
的
—

革
命
的
：

.

.

.3

有

機

的
I

非

有

機

的

.

■ 

' 

. 

.

例

へ
ば
、
_資

本

主

謙

濟

組

織.の
理

想
■

於

て

は

、
.
そ

の

經

濟

志

询

は

震

產

的

で

あ

り

、

合

I

義
的
で

.あ
り
、
個
人
主
義 

的

で

あ

り

そ

の

體

依

は
f

數
濟
的
、
私
經
濟
的
、
無

計

窗

濟

的

で

あ

り

、

そ
の
技
.術
は
■科
學
的
、
革
命
的
、
非
有
機
的
で
あ
る
。 

然
し
現
笈
の
赉
本
主
義
に
於
て
は
、

- 0
爵

濟

が

持

っ

.民

.謂

國

家

形

態

に

制

約

さ

れ

て

、
そ
の
鞲
成

I

Q

8
は
夫
々
そ
の

一一
 

ユ
ア
ン
ス
を
異
に
す
る
ば
か
各
な
く
、
组
に
洞

.ー
資
本
主
義
經
濟
|

に
し
て
も
、

そ
の
歴
史
的
發
展
段

f

ょ
つ
て
異
な
る
。
例 

へ
ば
、
自
祟
本
主
義
の
段
踏
は
右
の
理
想

■

鞲

I

素

の

特

徵

を

示

す

が

、

統

制

資

本

主

義

の

段

階

は

營

利

.王

義

か

ら

公

益

毫
 

へ
個
人
主
義
力
ら
全
體
主
義
へ
、
自
蟲
濟
か
ら
拘
取
經
濟
へ

.、

.私
經
濟
か
ら
公
輕
濟
へ
無
計
裏
濟
か
ら
計

I

濟
へ
の
移
行
を

織 組 濟 經

技 體 經
Jr 濟

志 ，
術 制 向

力 產 生

生 自 勞

產 然 働

財 力 力

國 

i 

, 

.
 

fi 

j 

|
-
= 

.1.

.

防

.
經

經

濟

志

向
.
一

生

勞

働

，力

j 

•

經

：.
げ

，
體
制
產
自
然
力
、
：

濟 

f

 

^

—

„

—

. 

—

I

—

ゴ

【

織

I
,

技

術

I

力

I

生

產
.
財

j.

.
U

國
防
經
濟
力
の
評
價
と
國
防
經
濟
欲
求 

.

、

次
に
國
防
經
濟
力
.の
强
弱
を
評
.憤
す
.る
規
準
を
何
處
に
求
む
可
き
で
.
あ
ら
ぅ
か
。
勿
論
そ
の
規
準
は
國
防
經
濟
力
の
杉
式
と
素
材
の 

■ 

*

統
一
に
'求
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
何
と
な
れ
ば
、
假
り
に
同
.
一
質
の
勞
働
力
、
自
然
力
、
生
産
財
が
同
一
-
量
存
す
る
に
し
て
も
、
そ
れ

等
素
材
と
し
てQ

生
■

が
現
實
に
靈
す
る
枠
で
|

_

靈

が

異

な

れ

ば

、
そQ

國

防

餐

力

Q

籠

馨

し

く

異

つ

て

現

れ

る
か
ら
で
あ
る
:0

現
に
我
國
の
經
濟
の
新
體
制
^

經
濟
紐
織
.
の
體
制
を
.變
化
す
.る
こ
と
に
ょ
り
、
限
ら
れ
た
勞
働
力
、
自
然
力
、
生
產

財

力

ら

ょ

り

大

な

る

塞

カ

堇
4

出
し
、
固
防
力
を
强
化
せ
ん
と
企
圖
し
て
ゐ
る
。.

然
し
？

：̂
最
初
か
ら
形
式
.，.：

U

壽

Q

統

一

な

*

る
複
雜
な
評
價
規
準
に
就
い
て
論
ず
る
こ
と
は
出
來
な
4

單
純
か
ら
複
雜
へ
、
抽
象
か
ら
具
體
へQ

防
上
な
る
科
學
的
方
法
に
從
ひ

國

防

經

濟

欲

求
. 

三
五
.一
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八
九
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然
し
孰
れ
に
せ
ょ
、
國
民
經
满
が
持
つ
國
防
經
濟
カ
•の
構
成
要
素
は
、
生
產
カ
な
る
素
材
と
經
濟
耝
織
な
る
形
式
と
か
ら
な
る
の
で 

あ
る
。
M
に

生

産

力

の

.^
本

的

權

成

要

素

は

國

民

協

同

體

の

勞

，働

力

と

國
家
の
領
有
す
る
國
土
の
自
然
力
と
、
兩
容
の
错
合
に
ょ
つ
て 

旣
に
生
産
さ
れ
て
ゐ
る
生
産
財
と
か
ら
な
り
、

又
こ
の
素
材
た
る
生
產
力
が
發
現
す
る
枠
で
あ
る
經
濟
組
織
の
基
本
的
！
！
成
要
素
は
經 

濟
志
向
、
體
制
、
技
術
と
か
ら
な
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
故
國
防
經
濟
力
は
次
の

.表
式
を
以
つ
て
現
は
さ
れ
る
。



國
.，防

經

濟

：欲
‘求
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三
皮
ニ 

(

一
 

六
九
3

先
づ
最
初
は
素
材
の
み
を
柚
出
し
、
素
材
の
而
よ
り
し
だ
國
防
經
濟
カ
，の
評
價
规
準
に
就
い
て
研
究
し
よ
ぅ
。

•

素
材
の
描
よ
り
し
た
國
防
經
濟
カ
の
評
價
規
準
は
、
と
れ
.を
生
.產
カ
の
個
々
の
構
成
要
素
の
贵
に
求
む
可
き
で
は
な
い
。
寧
ろ
勞
働

力
、
自
然
力
、
坐
鹿

財
(

又
は
資
本)

の
三
鞲
成
要
素
間
に
存
す
る
均
衡
に
こ
れ
を
求
む
可
き
で
あ
る
.

0
何
と
な
れ
ば
、
假
令
軍
隊
に

.動
員
す
可
き
多
數
の
勞
働
力
を
有
す
る
に
せ
よ
、
.
そ
の
.
國
亦
近
.代
的
裝
備
を
な
す
に
足
る
豐
富
な
資
本
を
擁
せ
ざ
る
限
り
、

そ
の
_
防

經
濟
力
は
低
い
と
評
價
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
又
假
り
に
そ
の
.
國
土
内
に
.軍
需
品
.原
料
と
な
る
可
き
鑛
物
：̂

富
に
埋
藏
さ
れ
て
ゐ
る
に

し
て
も
、
勞
働
カ
と
資
本
^

が
缺
乏
す
る
，限
り
、
そ
れ
を
採
掘
し
.
V
加
工
し
、
双
つ
て
軍
隊
に
近
代
的
裝
備
を
施
す
こ
と
は
出
來
な
い
。

更
に
豊
富
な
资
本
力
を
擁
す
.る
，に
し
て
も
、
國
土
の
地
味
が
供
く
、
農
業
勞
働
カ
缺
乏
の
爲
、
主
要
食
糧
を
.外
國
か
ら
.

Q

輸
入
に
仰
が
.

/ 

*

ざ
る
を
得
ぬ
限
り
、
そ
の
國
防
經
濟
カ
を
高
く
評
慣
す
る
譯
に
は
ゆ
か
ぬ
。
素
材
よ
り
觀
.た
國
防
經
濟
カ
の
最
高
規
準
は
、

こ
れ
等
坐

產

カ

の

構

成

要

素

間

に

最

適

度

.の

均

衡

が

存

す
る
こ
と
で
あ
る
。
若
し
斯
か
る
理
想
狀
態
が
各
國
に
存
す
る
な
ら
ば
、
地
政
治
學
内
理

• 

•
•
.

由
か
ら
し
て
戰
雜
を
，惹
き
起
す
危
險
は
至
つ
て
少
な
く
、
相
！
に
殆
ん
ど
不
可
侵
的
狀
態
に
立
つ
。
だ
が
現
實
に
■
は
、
殆
ん
.ど
總
べ
て 

の
國
が
こ
れ
等
生
鹿
カ
の
三
權
成
要
素
間
に
大
な
り
小
な
り
の
不
均
衡
を
示
すO

 

.

.

前
節
で
指
摘
し
た
如
く
、
.
最
も
重
要
な
の
は
勞
働
力
；で
あ
る
o

何
と
な
れ
ば
、
三
■

成
要
素
中
勞
働
力
の
み
が
能
動
的
で
あ
り
、
也

• 

■ 

.

. 

, 

.

.

.

.

.

.

の2
1

然
カ
及
び
生
遼
財(

資
本)

'

は
.受
動
的
役
割
を
演
ず
る
に
過
ぎ
な
い
.か
ら
で
あ
る
。
從
つ
て
一
方
.に

勞

働

力

.、

他

方

に

自

然

力

及 

び

資

本

，と

の

[{
1

1に

著

し

い

不

均

衡

が

存

す

る

場

合

-

:屢
々

'危

險

&'
不

背

定

狀

態

を

呈

す

る

や

ぅ

に

な

る

0

,例

へ

ば

日

、

獨

、

伊

は

勞

働
 

カ

が

國

土

の

持

っ

自

然

カ

及

.び

.資

本

に

.較

べ

過

_

な

國

で

ぁ

り

、

.
こ

れ

に

反

し

リ

ス

ブ

-,
.

7、
ラ

ト

ヴ

イ

ア

、

X

.ス
ト

.
ニ

.
T

Q

.パ

.

.
レ

.

.チ

9

ク
三
國
は
他

'力
ニ
要
素
に
較
ベ
勞
働
カ
が
著
し
く
不
足

-1
,
_て
ゐ

'る
國
で
あ
る

0
そ
の
爲
第
ー

.の
國
家
群
は
必
然
的
ぬ
地
政
治
學
的
驵
出

.

か
ら
國
土
の
膨
服
、
.生
.柄
圈
の
鑛
漲
を
要
求
す
る
し
、
後
者
の
國
家
群
は
自
國
の
經
濟
的
無
力
と
過
度
の
外
國
資
本
の
侵
入
の
危
險
に 

曝
さ
れ
る 

0.
-

-

■,
;'
'
'
'■:
:
■:
.
:

.

.

.
■
• 

' 

:

,

•
'
.

.

.
-
 

.

.

.
 

-

.

.•

.

.

.

■

 

.

.

.

.

 
'

.
次
に
國
土
の
持

つ

，肖

然

カが
そ
の
利
用
し
得
る
勞
働
カ
及
び
資
本
に
較
ベ
過
剩
な
國
は
.、
例

へ
ば
植
民
地
乃
至
南
米
の
獨
立
國
、
南

阿
页
に
は
ロ
シ
ァ
で
あ
る

:'
°

特
に
.
植
民
地
は
原
料
供
給
者
と
し
：て
、
自
然
カ
な
る
生
產
要
素
を
本
國
の
勞
働
ヵ
及
び
資
本
と
に
ょ
り
有
：
 

利
.な
關
係
に
於
て
結
.び
つ
け
得
る
0
こ
れ
に
反
し
國
土
の
富
が
勞
働
カ
及
び
資
本
に
較
べ
茜
だ
貧
弱
な
國
は
例
へ
ば
ス
ィ
ス
、

ノ

ル
ゥ 

>

1

で
あ
るo

前

考

の

國

家

群

は
.'
'

若
し
自
己
の
呼
段
乃
至
第
三
國
の
援
助
に
ょ
り
、.
そ
の
.不
足
し
て
ゐ
る
勞
働
力
及
び
資
本
力
が
補 

足
さ
れ
.る
な
ら
ば
、
.

經
濟
.上
_

る
將
來
性
に
富
分
國
：で
I

O

然

し

で

の

場

合

で

も

.、

..國

民

的

自

覺

の

强

い

外

國

人

を

自

國

內

に

移

住
 

さ
せ
、
•そ
の
結
艰
第
'五
列
部
隊
の
脅
威
を
受
け
た
り
、
過
度
の
外
國
資
本
.の
侵
入
を
受
け
た
り
す
る
危
險
が
生
ず
る
。
現
に
南
米
濠
洲 

等
は
第
五
列
部
隊
の
幻
. ^

に
.脅
か
さ
机
、
我
■

か
ら
の
移
住
に
對
し
益
：々
極
端
な
制
限
を
加
へ

つ

つ

あ
る
。
こ
れ
に
K

し

後

奪

の

屋 

群
は
常
に
外
國
か
ら
の
輸
入
に
甚
し
く
來
#

せ
ざ
る
を
得
な
い
關
'
係
上
.、
そ
の
國
防
經
濟
的
獨
立
.
の
確
策
は
全
く
困
難
で
‘

る
0 

.

1

に
.資
本
が
勞
.働
力
及
び
.國
士 9

: #

つ
®

然
ヵ
に
較
べ
不
足
しv

f

ゐ
，る

國

は

支

那

で

あ

”

、
逆
■
て
資
本
力
が
そ
の
利
用
し
得
る
勞
_ 

.
働
力
及
び
自
然
力
'
に
較
.ベ
過
剩
な
國
は
ポ
佛
、

■
沿
、.
：蘭
の
西
部
ョ
t
 
.

口
タ
^

は
旣
に
.
平
.時
ょ
り
經
濟
上
外
國
に
依
存
し
、
外
國
資
本
.の
過
度
の
侵
入
を
受
け
る
危
險
.に
陷
る
し
、
更
に
こ
の
こ
と
は
戰
寺
に
軍
事
力 

の
别
：̂
を
促
進
す
る
。
最
■近
.の
支
那
、

工
チ
'
オ
ビ
ァ
め
經
驗
は
如
實
に
こ
の
こ
七
を
物
語
つ
て
ゐ
る
。
：自
國
の
&
土
內
^

そ
.の
投
下
ロ

:

國
'
防
經
へ
濟
へ
欲
求
，
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を
见
!s
k
l
し
得
ざ
る
過
剩
资
本
は
經
濟
政
策
上
の
膨
脹
、
從
つ
て
又
國
家
政
淡
上
の
膨
脹
を
窗
ら
し
易
い
こ
と
は
、

こ
れ
を
大
植
笔
地
帝 

國
の
成
立
が
證
明
し
-1
:

ゐ
る
0

''
-

'

.

:

:

'

;

.

,

.

ム

'
\
丨

' 

.
勿
論
詳
細
に
個
々
の
場
合
に
立
t>
:

入
る
と
.な
れ
ば
、
各
國
は
夫
々
獨
自
の
不
均
衡
狀
態
を
示
し
、
決
し
て
.簡
軍
に
相
互
の
國
防
經
濟 

力

を

比

較

評

價

す

る

こ

と

は

出

，
來

な

い

0

そ
れ
は
硏
究
上
.の
宇
段
と
し
て
各
.種
0

型
を
示
す
も
0 -

に
過
ぎ
な
い
0

だ
が
生
齑
力
の
權
成 

•要
素
中
勞
働
力
の
み
が
能
動
的
で
あ
る
以
上
、
各
種Q

不
均
衡
狀
態
の
內
：で
も
、
日
獨
伊
の
如
く
勞
歡
力
が
國
土
の
自
然
力
、
資
本
力 

に
較
•ベ
過
剩
な
國
こ
そ
、
®
も
國
防
經
濟
力
が
强
化
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
.
る
。

■
:■

-
 

.

.

と
こ
6*
1で
こ
；4

等
4*
;
產
カ
の
，三
糨
成
要
素
間
に
存
す
る
不
均
衡
は
、
自
FI
J

資
本
主
義
の
段
階
に
は
比
較
的
溶
易
に
楚
IH

さ
れ
た
の
で 

あ
る
。
即
ち
勞
働
カ
の
不
均
衡
は
移
民
其
他
の
.國
際
間
に
於
せ
る
勞
働
カ
移
動
.の
_

由
に
よ
り
、
.叉
國
土
の
有
す
る
自
然
力
の
不
均
衡 

^
は
，：

I
E

山
貿
易
の
促
進
に
よ
る
不
足
原
料
、
食
糧
の
輸
人
.
に
よ
り
、
，資
本
の
不
均
衡
^

國
際
間
に
於
け
る
資
本
の
自
由
移
動
に
よ
り
、
比 

較
的
溶
易
に
是
正
さ
れ
た
？
そ
れ
故
一
國
の
國
防
經
濟
力
の
維
持
、
發
展
策
に
對
し
特
•別
の
關
心
が
拂
は
れ
な
か
つ
た
の
た
あ
る
。
然

る
に
獨
占
資
本
主
義
段
階
に
於
て
は
、
世
见
市
場
、
植
民
地
の
分
割
が
旣
に
完
了
し
、
各
國
相
互
に
そ
の
本
國
、
屬
領
、
植
段
地
を
封

,
 

. 

.

賴
し
、
.經
濟
ブ
ロ
ッ
け

を

結

成

-1
.

た
0

こ
の
傾
向
は
今
：：：
の
銃
制
資
本
主
義
段
階
に
於
て
は
贾
に
拍
車
が
か
け
ら
れ
た
。
そ
の
結

见

最
 

rf

十
國
家
間
に
於
け
る
勞
働
力
の
自
泔
移
動
、
食
.糧

原

料

等

の

必

需

物

資

，の

自

由

貿

易

•
.資
本
の
自
由
移
動
は
阻
企
さ
れ
て
し
ま
つ
た
。 

從
つ
て
生
產
カ
の
湛
本
的

構

,^
諸
要

素

間

に

不

均

衡

の

存

す
る

.場
合

、

こ

れ

を

a

疋

正

す

る

，

こ
と
は
頗
る
困

難

と

な

つ

た

。

そ
れ
故
生
產 

カ

の

恶

本

册

權

成

諸

要

素

間

に

不

均

衡

の

稃

す

る

場

合

、

そ
れ
は
是

正

さ

れ

ず
し
て
、
直

ち

に

そ

の

_

の

生

產

力

、i

從

つ

て

國

防

經

濟

力
を
低
下
せ
し
め
、
，國
圾
の
生

#
の
維
持
、.
.防
衞
を
危
殆
な
ら
し
め

.る
0 
特
に
こ
の
危
險
は
、
第
一
次
世
界
大
戰
に
よ
り
、
.眾
な
.る
軍 

隊
种
万
出
の
戰
部
か
ら
國
民
相
万
問
の
總
ヵ
戰
へ
と
そ
の
戰
爭
形
態
が
變
化
す
る

.と
共
に
、

一
厥
擴
大
さ
れ
■る
に
至
っ
た
。

ル
ー
デ
ン

ト
ル
フ

(

註)

に
よ
れ
ば
、

『

總
カ
戰
は
管
に
軍
隊
の
仕
事
た
る
の
み
で
は
な
く
、.

參
戰

_

民̂
>
.

一
 

人
々
々
の
生
活
及
び
精
神
こ
直
接

•
 

-
 

t 
.

影
響
す
る
所
の
も

の
で
ぁ
名
。…

…
…

旣
に
世
界
大
戰
中
に
於
て
、
彼
我
軍
隊
は
長
延
な
る
|1
:
面
、
深
き
戰
_

地

帶

に

.於

て

交

戰
し
.そ 

の
地
方
の
他
^

は
直
.接
®

己
に
.戰
带
の
指
向
せ
ら
れ
た
る
と
同

様

の

®

し

い

影

響

を

被
っ
た
の
で
あ
.る
が
、
4

日
の
戰
場
は
文
字
通
り 

交
戰
國
妈
の
•全
範
圍
に
苴
名
の
で
あ
る
0

.…

r

即
ち
總
ヵ
戰
は
啻
に
軍
隊
の
み
で
な
く
''
*
直
接
國
民
に
對
し
て
も
指
向
せ
ら
れ
る
の
で

あ
る
。
：；こ
の
蕻
は
何
等
の
假
借
な
き
明
白
な
現
實
で
、
人
智
の
及
び
.限
り
の
戰
爭
手
段
が
こ
の
瑰
實
の
爲
に
用
ひ
ら
れ
、
又
用
ひ
ら
る

, 

'

\ 

* 

. 

'

べ
き
で
あ
る
。』

例
へ
ば
總
ヵ
.戰
な
る
新
戰
爭
形
態
に
相
應
.b
、

'

直
接
の
武
力
翁
i

同
時
に
■經
濟
戰
な
る
手
段
が
と
ら
れ
る
に
至
っ
た
。 

そ
れ
：ば
敵
國Q

戰
時
經
濟
に
‘
打

螯

與

へ

、

こ
れ
に
よ
っ
て
軍
事
的
及
び
政
治
的
決
意
：に
.影
響
を
與
へ
ん
と
す
る
も
の

.で
1

C

即
ち 

'
敵
國
の
持
っ
坐
產
ヵ
の
却
本
的
構
成
諸
要
素
中
、
そ
の
脆
部
な
點
に
攻
擊
ヵ
を
集
中
し
、'
:列
へ
ば
そ
の
國
の
持
.っ
||
1
然
ヵ
が
低
い
爲
、

食
料
品
、

工
業
原
料£1

叫
を
第
-
ー
國
よ
り
の
輪
人
に
俟
っ
^

か
、.
又
生
產
財
乃
至
資
本
力
缺
乏
の
.
爲

、

こ
れ
、等

を

第

三

'
國

よ

り

の#
n
人
に

- 

1 

■
■
.
 

'

俟
っ
接
合
に
夫
々
輸
入
借
入
の
阻
害
に
よ
り
、
敵
國
の
.

生
糜
カ
を
做
^

せ
し
め
、- '

そ
の
抗
戰
ヵ
を
喪
失
せ
し
.め
ん
と
す
芯
の
で
あ

る

，
註

L
u
d
e
n
d
o
n
%

 

D
e
r

 t
o
l

 

x
r
i
e
g
.

 

H
e

n
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.
1
9
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6
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S
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5
.
.

間
野
俊
夫
,•「

國
家
總
カ
戰J

八

丄

〇
頁 

斯
く
の
如
く
、
今
.日
に
於
て
.は
生
產
カ
0

迤
本
的
糨
成
諸
耍
素
間
の
不
均
衡
是
正
は
平
時
戰
時
の
如
何
を
問
ば
ず
困
.難
で
あ
る
•°

そ 

へ
，
國
.
.防
.
.
.經
濟
飲
ぃ
求
'
. 

1

S五
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欲
.
.
，
：'

■

. 

V
 
'
 

'

.

115
六

ハ1

六
九
四

〉

.
れ
故

r

國
が
領
荷
す
る
國
土
内
.
に
於
て
斯
か
る
不
均
衡
が
存
す
る
場
合
.は

、
；
；
最

早

生

產

カ

Q
®

下
を
阻
止
す
.る
.
こ
と
は
出
來
ず
、
龙
つ
' 

て
そ
の
國
s

_

Q

i

を
維
持
、
防
衛
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
1

,

0

つ
ま
り
國
段
全
體
が
常
に
そ
の
生
存
を
脅
か
さ
れ
I

と
に 

散

る

.0
そ
.
の
結
染
逆
に
戰
带
形
態
^

益
々
職
カ
戰
型
と
な
る
9

.
何
と
な
れ
ば
、.
第
二
に
戰
讲
目
標
は
、
，過
虫
の
植
尺
地
獲
得Q

爲
の
帝

國
、讓

戰
S

如

く

、
.羅

に

資

本

家

階

級

の

利
益
を
目
指
す
、も
の
：で

は

な

ん
眞
_

s

民
全
體
の
死
活
の
爲
に
戰
ふ
こ
と
に
な
る
。

H

■
 
*
% 

• 

• 

.

. 

.

く

戰

者

標

が

麗

全
S

死
活Q

,

爲
と
な
る
以
上
、
_

の
遂
行
も
亦
國
民
.

Q
.

總

ヵ

暴

げ
v

f

れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
益
々
戰

...... 

‘ 

1

爭

形

態

は

總

カ

戰

と

な

名

が

ら

で

ぁ

，る

？

_

敍
：に
於
て
國
足
の
生
存
を
維
持
、
防
衞
ず
る
爲
に
生
產
カ
構
成
諸
要
素
間
の
不
均
衡
是
正
を

-

 

— 

'

 

' 
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7
. 

- 

-

强
行
し
.

.

'こ
れ
諸
要
素
間
に
最
適
鹿
の
調
和
を
撤
ら
し
、
國
防
經
濟
力
を
强
化
す
る
こ
と
が
眞
劍
に
欲
求
；さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
欲
求
. 

こ
そ
^

防
終
^

跃
求
の
主
目
標
で
ぁ
る
。
 

： 

-

.

■.
斯

く

現

代

寒
T

は
、
：1

1

內
に
f

i

ヵ

證

素
f

不
均
衡
は
I

s

i

體
I

f

脅
威
す
f

写

^

從
っ
て
1

K

の
坐
^

を
防
衞
せ
ん
と
の
國
防
經
濟
欲
求
が
強
く
現
は
.
れ
る
。

' 而
か
も
こ
の
生
産
力
諸
要
素
間
の
不
衡
の
種
類
及
び
程 

度
は
、
陳
防
經
濟
欲
求
の
種
類
程
度
を
規
览
す
^

o

例
へ
ば
日
'/
'

觸
、
#

の
如
き
人
ロ
過
剩
故
國
に
ぁ
つ
て
.、
は
國
民
の
生
存
を
可
能
な 

ら

.^

め
る
に
足
る
自
然
カ
を
，持
つ
地
域
、
郎
ち
生
活
圏
O'

擴
漲
を
第
ー
.
の
國
防
經
濟
欲
：求
と
し
て
- »

望
ず
る
0

更
に
生
産
力
諸
要
素
間 

の
、
不

均

衡

の

麵

類

、
：

.
程
度
は
そ
の
國
の
軍
略
S

本
方
向
を
規
楚
す
る
。
即
^

生
産
力
の
三
構
成
要
素
間
の
不
均
衡
程
度
が
響
し
く
、

そ
.の
^
Jf
c
の

困

難

な

國

は

、

短

期

戰

に

軍

略

：の

.鉴
本

方

向

，
が

置

か

れ

る

P
何
と
な
れ
ば
長
.期
戰
は
そ
の
國
め
生
產
ヵ
の
脆
弱
性
を
暴
露 

.し
勒

：い

か

ら

で
.-|
>る
,0
そ

の
爲
平诗
か

ら
.出
來得

^
限
.り
，
軍

隊

裝

備

を

强

化

し

、
，
戰

時

に

.
際

:0
て

電̂

擊

的

作

戰

に

；ょ

办

7

氣

に

決

定

o
r与
す
，'>
t
'
'
V
T

v.
i
“?:
-vi
.̂,
-̂
r
Av-
Ĵ?
.4
'
,
l
^
^

v;
.
^
^

的
勝
利
を
獲
得
せ
ん
と
す
.る
0

''
'
:
'
他
^

不
龟
渐
¥

が
著
じ
く
1

<:
;

"

:そ
'の
是
疋
も
比
較
敗
容
易
な
國
;̂

豊
富
に
存
す
る

_
防
經
餺

^
 ̂

持
續
的
に
$•
!

用
し
假
令
急
速
に
決
戰
を
^.

し
#

先
、
X

軍
事
的
後
退
.を
な
す
に
し
て
：も
、
長
期
戰
な
る
手
段
に
よ
り
自
國
の
經
濟
的 

優
位
性
を
利
弗
せ
ん
お
す
る
？
そ
れ
故
生
產
ヵ
簾
諸
.要
素
|1
1

1
の
不
均
衡
の
穑
類
，
'
程
度
、
そ
の
均
衡
化
の
難
易
に
よ
つ
て
規
定
さ
れ 

‘

た
國
防
經
濟
力
を
知
る
こ
と

は

、

自

國

の

作

戰

訐

畫

を

茈

し

く

繅

き

出

し

、
.：
又

敵

國

の

行
齡
を
豫
測
す
る
上
に
重
要
な
霞
を
持
つ
0

前
述
，の
如
く
、
國
防
經
濟
の
■

の
.使
命
は
、

一
方
に
於
て
國
民
經
濟
办
再
生
產
過
程
か
ら
龙
大
な
生
産
力
办
脫
落
を
伴
ふ
軍
備
の 

摘
張
を
遂
行
し
つ
つ
、
而
か
も
縮
少
禅
生
產
に
陷
ら
少
、
坐
產
力
を
維
持
、
發
展
し
、
以
つ
で
國
民
の
生
存
を
維
持
、
防
衛
す
る
に
あ 

る
。
從
つ
て
國
防
經
濟
ヵ
■の
素
材
は
生
産
力
で
あ
り
、
國
防
經
濟
ヵ

CD
-

'

麗

は

生

.產
ヵ
構
成
諸
要
素
問
の
不
均
微
の
穑
類
、

程
度
如
何 

で
あ
る
い
而
か
も
今
日
そ
の
不
均
衡
を
是
亚
す
る
こ
と
は
頗
る
困
難
と
な
り
へ
不
均
衡
の
存
在
は
直
ち
に
國
民
の
生
存
を
脅
威
す
る
結 

报
、
こ
の
不
均
衡
是
正
が
國
民
の
生
存
防
衞
を
目
指
す
國
防
經
濟
.の
.主
た
る
欲
求
で
あ
る
。

然
ら
ば
次
に
赃
防
經
勝
欲
求
は
如
何
な
石
耀
類
に
分
け
ら
れ
る
か
。
國
防
經
濟
欲
求
.を
分
類
す
る
に
當
つ
て
も
、
國
防
經
濟
の
主
欲 

求

が

生

産

力

の

不

均

衡

是

，疋

、

生

產

ヵ

の

維

持

發

展

に

あ

る

以

上

、
，
夫

々

の

欲

求

が

.生
產
力
を
國
民
經
濟
の
神
生
產
1
.過
程
か
^.

脫
落
せ 

し
め
る
か
否
か
に
よ
つ
て
先
づ
區
分
ず
可
き
.
.で
あ
る
ひ
' 

然
'る
時
は
先
づ
雄
部
の
.欲
求
即
ち
軍
需
と
、
民
間
の
欲
求
即
ち
设
需
と
に
區
分 

.
さ
れ
る
：。
.軍
部
の
欲
求
は
從
來
生
產
活
動
に
從
事
し
_て
房
つ
た
勞
働
办
を
軍
務
.に
服
さ
し
め
る
こ
と
に
よ
り
、
又
勞
隞
力
と
生
產
財
と 

を
軍
需
產
業
.に
吸
收
せ
し
め
る
こ
と
に
.よ
，
り

、

結

局

坐

產

九

を

；

#

生

產

：過

程

か

ら

脫

落

せ

.し

.

^
脅

匆

論

こ. 0
脫

落

過

程

は

饨

經

濟

勺 

國
防
，經
へ
濟
、欲

求

: 

-

H:

五
.七

5

六
'
九
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防
'
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八

■ (
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■六
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六)

に
^

づ
ヘ
て
に
'
.過
ぎ
ず
、
被
治
經
濟
的
に
は
寧
ろ
軍
備
の
.充
實
に
よ

り

國
民
の
生
存
を
.防

衛

し

、
又
：.そ

 

發
展
せ
し
め
る
倏 

件
を
坐
み
出
す
の
で
あ
.り
、.
つ
'ま
：り
政
治
的
生
產
カ
を
苺
生
產
.す
る
の
セ
あ
^

、他
方
度
間
の
：欲
求
は
國
民
の
坐
存
に
必
要
な

•
.

 

.

圓，

•

.

.

パ.

.

.

.

'

 

;
.

從
つ
.
て
又
を
.の
生
.產

に

心

要

な

生

糜

財

に

對

す

る

欲

求

で

あ

る

。

即

ち

勞

働

力

と

生

產

財

，
と

^

用
ひ
て
生
產
を
行
ひ
、
そ
の
a

努
働
力
、 

4-

產

財

は

さ

れ

る

力
.

そ
れ
は
生
產
前
消
費
で
あ
つ
て
、
同
時
に
消
費
財
と
坐
產
財
と
が
#

生
鹿
さ
れ
、
災
に
そ
の
沿
費
財
は
肖
费 

さ
れ
て
勞
働
カ
が
：冉
坐
產
.さ
れ
、
再
び
得
ら
舴
た
勞
働
カ
.と
虫
產
財
と
を
用
ひ
：て
消
费
財
、
生
產
財
の
.

#
生
產
を
續
行
す
る
.
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
.
眾
部
の
欲
求
、.
即

ち

軍

需

は

更

に

こ

れ

>

£
ニ
つ
に
分
類
す
.
.る
と
と
が
出
來
る
0

.
一.つ
は
直
接
に
取
隊
の
持
つ
飲
求
で
あ 

り
へ
；他
は
間
接
に
軍
需
産
業
の
持
つ
狄
求
.で
'あ
み
0

直
接
の
軍
隊
の
欲
浓
は
こ
れ
及
卒
時
の
欲
來
と
戰
時
の
欲
求
と
に
分
け
ら
れ
る
。 

平
時
の
軍
隊
欲
求
比
、
そ
の
消
費
置
が
或
る
程
度
一
免
し
て
ゐ
る
か
.ら
.、.
比
較
时
.容
易
に
集
究
し
得
る
。
た
だ
技
術
進
步
に
よ
る
J?
パ
器 

の
觅
I

が
往
々
に
起
る
爲
、

.

兵
器
め
就
役
期
間Q

寧
！̂
が
不
確
實
と
な
る
。.
こ
れ
に
反
し
被
服
、
糧
秣
等
に
對
す
る
多
くQ

平
時
軍
隊 

欲
求
は
そ
の
.
藤
定
が
困
難
で
な
い
。

然
る
に
：戰
時
の
軍
隊
欲
求
の
尊
定
は
頗
る
财
難
_で
あ
.
る

,0

單
に
^

隊
の
新
編
成
は
1

ち
に
-1

大 

.な
軍
隊
欲
求
を
伴
ふ
ば
か
り
セ
な
く
、
戰
時
各
種
技
術
資
村
の
百
额
の
消
耗
を
惹
き
起
す
。
彈
藥
、
裝
具
、
糧
秣
に
對
す
る
欲
求
數
量 

は
遙
か
に
.
平
時
の
欲
艰
數
1:

を
越
へ
る
。
普
通
に
增
加
す
る
こ
れ
等
戰
時
の
消
耗
に
加
へ
、
M

に
飛
行
機
.に
よ
る
英
站
線
の
襲
^
、
機 

械
化
部
隊
に
よ
る
後
方
連
絡
の
概
亂
等
の
戰
H

行
爲
に
よ
り
、
各
種
軍
隊
裝
備
の
'
豫
期
せ
ざ
る
.浪
亂
が
現
ば
れ
ぎ
る
を
得
な
いo

最

後
1 

.

.に
|1
1

に
注
意
す
可
き
は
.-
'

斯
か
る
戰
時
0

軍
隊
欲
求
は
急
ナ
ン
ポ
な
戰
爭
技
術
の
發
達」
に
よ
り
.
|
:
.
.
瞀
鑛
大
さ
れ
る
0

.旣
に
過
去
の
大
戰
' 

ば
技
術
的
^

求
、
.
從
つ
て
又
技
術
の
新
發
明
が
如
何
に
戰
爭
肷
態
に
よ
つ
て「

層
發
.展
せ
し
め
ら
れ
た
か
を
如
實
に
.
物
1-
0

て
ゐ
るO

.

斯
く
戰
時
の
軍
隊
欲
求
の
.
箅
定
ホ
頗
る
困
'#

な
り
と
雖
も
1 

'平
時
か
ら
そ
'
の
近
似
；§

欲

求

敫

量

を

算

定

し

て

置

く

こ

と

は

.、

軍

燦

欲

水 

と
そ
の
調
達
の
持
續
的
調
和
を
it

ら

ん

，と

す.る

國
.防

經

濟

計

，窬

の

甚

.礎
と
しV
、

絕
對
に
必
要
で
あ
る
。
左
に
伯
林
の
景
氣
硏
究
所
が 

戰
時
.軍

隊

欲

艰

の

算

定

方

法

の

參

考

資

料

と

し

て

揭

げ

た

も

，の

.を
ニ
三
記
し
て
'置
く
。
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H
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.

 

.

.

.

.

p

シ

ャ

：の

ト■ル
トn

は
戰
時
の
彈
藥
補
充
量
を
算
定
す
：る
爲
に
、.
'次
.
の
如
き
方
法
を
用
ひ
て
ゐ
る
。
第
一
に
兵
員
數
と
編
成
と
に
從

づ
.

て
補
給
す
可
き
軍
隊
の
大
さ

'

を
確
，定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

0

.が
は
典
型
的
な
例
と
し
て
約
十
六
乃
至
十
八
箇
師
國
か
ら
な
る
步
與
部

隊
を
想
定
し
て
ゐ
る
。
そ

1

て
そ
の
全
兵
團
の
編
成
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

'

:

:

.

:

T L

箇
軍
圈
の
步
兵
部
隊——

こ
れ
は
十
六
乃
至

4

-

八
箇
瞅
團
が
ら
な
る
。：.

'

:

.

•

ぐ
.

：.

：

.

更
に
.こ
れ
を
援
護
す
る
爲
に
.左
.
の
部
隊
が
配
屬
さ
れ
：る
。
j

十
六
乃
至
+

八
；
の

飛

行

中

隊

、

‘
十
八
乃
至
二
十
の
跑
兵
聯
隊
、.
八
乃

至
十
二
の
タ
シ
ク
大
隊
、

「

乃
至1

:

一
の
騎
兵
師
團
、
：页
に
獨
立
の
機
械
化
部
隊
:-
'

'
そ
れ
に
應
ず
ら
通
信
隊
、
‘
高
射
砲
隊
等
0 

' 

,

.
第
二
に
そ
の
軍
隊
の
谶
鬪
行
動
を
豫
想
し
.な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
。
と
れ
に
對
し
ト
.ル
，ト
コ
.
は
次
の
如
き
想
定
を
な
し
て
ゐ
る
0

.

.

1、

遭
遇
戰

'

'

'.
.
'-

ニ
.

日
.

か

ち

音
: :
S 

. 

二
，
五

.

'
'
ニ
'
追
擊
戰 

■

.

六
日
か
ら
八
日
.

.

.

.

/

:

;
,
,
同
ノ 

■ 

.

9

’ニ
五
乃
至
o

•
七
五

•

ー1
ー.
防
禦
エ
事
の
施
さ
れ
た
國
境
地
帶
0-
;

突
破
'

九
日
か
ら
十
三
日
.

.

:
同

:'
. 

六

•
五

.
.

.

'

/

.

.

. 

-
• 
- 

.

.

.

.

.

.

. 
^

四
、
追
颦
戰
'

.

_

v

:

.
.-
.-
'

.十

.

-
 

.

0
 

:

.
: 

.

P

:防」

經
：'濟
被
.傘

c

 

.
'■. 

.

.
三
五
九
.

•
.(

一
六
一
九
七
V

.

■ ；., V



.

 

- 

y
 

. 

,
:

n
§

ハ 

s

s

:

A

>
 

i

x

^

o

f

 

^

-

f

 

.
0 

.

:

.

:

七 

V 
五

'

,

•

六
，
追

擊

戰
.
' 

；

 

.

.

一. 

.

 

.ニ
十
八
日
か
皇
十
日
：

：

'

.

「

同

.

' 

6

•
著

.

■

.

■;
:
:

■

:
.

 

:

' ■
-

合

計

十

九
•
o
'

從
つ
て
ト
ル
ト
コ
は
全
軍
隊
のI'

ヶ
月
間
の

■彈
藥
補
充
率
は
最
初
携
行
す
る
も

.の

.の
十
九
倍
で
あ

り

、

:

そ
.の
際
一
單
位
が
三
十
車
輛 

即
ち

|

丑

.十
乃
至

.碧
八

十

噸

.で
|

と

想

定

墓

-:
°'そ
^
^
^

顿
^

-%

る
今
，

,:
次

に

戰f

砮

油

靈

量
I

い
て
は
、：
シ
チ
タ
ィ
シ
べ
ル
ガ
丨
が
次

Q

興

味
I

算
定
表
を
與

へ
.て
ゐ

る

。

彼

は
事
實
如
何
な
る 

戰

闘

行

動

光

と

ら

れ

る

か

を

別

、に

想

荽

ず

、

洛

師

團

が

次

；の

如

き

装

備

を

有

す

る

も
の
と
假

定
す
る
。
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動

機

)

'-
;

'

'

.

.

,1

ニ 
O

M
办
 

オ
1

.
ト
バ

ィ

(

ベ
.ン
ジ
ン
.發

動

機

)

.
:

■ 

一
 

〇

馬

力

.
第11

一

に

彼

は
こ

れ

等

裝

備

の

.

.

.

.
一

 

'日
.

Q

使

用
.時
間
を
想
定
し
て
ゐ
る

。
‘ 

•

.

' 

■ 

■ 

• 

' 

. 

.

•

タ

ン

ー

ク

■'
,

.
一
日

.
三
時
間

-

..

.

，ン

..

ト

ラ

：
ツ

ク.
:•
'

•
.•
'

-■

六

時

間

、

.

.

. 

■
パ
 

•
. 

. 

. 

:

.

, 

'

乘

用
.

車

；
：

 

■
四

時

間

才

イ

四

時

間

.以
上
の
、1

简
師
團
に
配
屬
さ4

て
.
ゐ
る
車
體
歡
•
.，
そ
の
馬
力
、

一
日
平
均
の
使
用
時
間
と
を
乘
ず
る
こ
と
に
ょ
り
、
略
全
石
油
消
費

箭
の
骑
定
が
可
能
と
な
る
■
? 

.

■ 

.
.
.
.

 

'

■ 

'た

か

こ

れ

等

の

弊

宠

に

當

つ

て

、
，
最

も

そ

'
の
想
定
が
不
確
實
た
.ら
.ざ
.る
を
得
な
ぃ
の
‘
は
、
戰
鬪
行
動
の
想
定
で
あ
る
0

甸
と
な
れ
±*

/
•
.
、
•

•

•

• 

•

そ
れ
は
一
方
的
に
規
觉
さ
れ
る
も
ゐ
で
は
な
く
、
同
時
に
.敵

の

行

動

に

•ょ

サ

て

規

定

さ

れ

る
か
ら
で
あ
る
。

_

"

石
油
等
の
消
耗
品
と
異
な
り
、
長
期
間
に
百
一
り
使
用
さ
れ
得
る
兵
器
の
，補
蹇
を
算
定
す
る
場
合
に
も
、
不

鑒

な

議

が
 

人
.
つ

て

來

る

，こ

と

は

避

け

ら

れ

な

-い

'0
-
. 

,

.

'.、
例

へば

、,大
戰
中
オ
ー
ス
ト
リ
1

0

,
ハ
ン
.
ガ
リ
I

に
於
て
は
.

小
銃
は
そ
の
補
充
量
ょ
り
も
損
失
の
方
が
多
く
、
開
戰
當
初
ょ
り
も
. 

戰
郇
期
训
中
に
減
少
し
た
。
'
機
關
銃
の
損
失
1:

に
至
っ
‘
て
.
は
供
給
量
の
.
殆
ん
：ど
三
分
の
ニ
に
達
し
て
ゐ
る
0

'

國

鲂
.

經
.

済

.
欲

求. .
,
- 

三.

六
.

一

• 

(
H

ハ
九
九

)

‘

.

^
-
J
u
T
.
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n
/
r
t
f
f
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{
i
}
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.
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國

防

經

濟

求
.
求
，

*デ

广

C
C

開
戰
常
初
の
量 

新
供
給
量

'計
：：

損

失

量

オ
ー
.ス

ト
リ
•

ハ
シ
ガ
リ
ー
に
於
げ
る
小
鈇
、..：

機
醍
鋭
の
損
失

.

.

小
.

.

.：

•
錄
.
.

.
.
.
：
. 

’

機

關

銃

. 

ニ
、
四
七
四
、
〇

〇

〇
.:
' 

ニ
、
七
六
一 

士
>

五
八
〇
、
六
〇
〇
.

'

.

.

四
〇
、
七
.一
六 

.

丄
ハ.
、
〇
五
四
、
六

〇

〇

-

..

四
三
、
四
七
'
七
. 

四
二
七
八
、〇

〇

〇

•-
'

■

m

o

o

.

「

佛
蘭
西
の
七
五
粍
加
農
砲
の
消
粍
に
就
い
て
は
次
の
如
き
統
計
#

料
が
あ
る
。

九

一
.

五
年
五
月
十
五
日
迄 

丨
一
、
〇
〇
〇
.

.

<

.

六
〇

〇

.

七
五
〇

V

. 

園
〇
〇

.
九

1
七
年
一
河
十
五
日
造
*.
,

ニ
、

一
 

0
0 

■

一「

、
三
〇

〇
_

.

三
d

〇

〇
.

一
、
六
〇

〇

:

飛
行
機
：0
壽
命
は
大
戰
當
時
に
は
ー
丨

1
|ヶ
月
間
と
見
稹
ら
れ
た
。
合
衆
國
が
補
給
し
た
六

0

0〇
臺

の

內

五

四

六

三

事

：
即

ち

九

〇

. 

パ
'.
1
セ
ン
.ト
.以
.上
が
損
失
を
濛
つ
た
。

P

.
シ
ナ

.の
資
料
に
ょ
る
と
、
飛
行
機
の
毎
月
の
補
耠
率
は
飛
行
機
は
四

0
乃
至
瓦
〇
バ

ー
セ
ン 

f
、
ク
ン
ク
は
三

0
乃
至
四

0
パ
ー
セ
シ
.ト
と
推

^
さ
れ
て
ゐ
る
。
小
鈇
及
び
.機
關
敍
の
補
充
率
は
恐
ら
く
六
パ

.
1
セ
ン
ト
、

重

機

關

.

.消
粍
原
因 

爆
發
に
ょ
る 

砲
身
の
膨
脹
に
ょ
る 

磨
滅
に
よ
る 

喪
失
に
よ
る

錬
及
び
大
砲
は
五
♦ハ
1
セ
.ン
ト
に
達
す
る
箸
で
あ
る
。
そ
'の
他
の
兵
器
は
部
月
の
補
充
率
は
四
パ
ー
セ
シ
ト
か
ら
三
三
パ
ー
セ
ン
ト
と 

»

箅
さ
れ
る
箸
で
あ
'る 
0
ぐ 

'

:
;

■
.
 

然
し
以
上
各
種
の
直
接
の
箪
隊
欲
先
は
次
の
三
o

.に
大
別

.さ
れ
：る

。
■■
'

.

^

■
ー
、
被
服
、\
糧
秣
等
の
爲
の
消
費
財
エ
業
及
び
農
業
の
生
產
物
，.に
對
す
る
欲
求
>

'

.

.
ニ
、
.
.本
來
の
戰
用
器
材
0

小
銥
、
大
砲
、
タ
ン
ク
、
彈
藥
導)

：に

對

す

る

欲

求
. 

.

三
、

.補
助
資
材

(

衛
生
材
料
、
'.

交
通
及
戊
通
信
手
段
、'
光
學
用
品
等)

'

に
對
す
る
欲
求
.:.
:

.

,

,

直
接
瑶
隊
自
體
が
尨
大
な
策
需
を
持
つ
と
同
様
、
こ
れ
に
軍
需
資
材
を
提
供
す
る
氧
需
產
業
自
體
も
尨
大
な
眾
需
を
間
接
に
持
つ
の 

で
I

.

即
ち
_

產
業
I

働
力
、
原
料
資
材
、
機
械
，
動
々

り
、
直
接
の
軍
需
と
同
樣
重
要
で
あ
る
。
こ
の
問
接
軍
需
は
從
來
平
和
產
業
に
.所
屬
せ
し
諸
企
業
が
戰
時
に
於
て
軍
需
產
業
へ
，と
轉
換

.
V
- 

- 

.

.

.

. 

•

す
る
に
連
れ
で
、
雪
達
磨
的
に
膨
脹
す
；る
0

そ

れ

故

少

ぐ

と

：も

覌

存

す

.る
^'

企
業
中
戰
時
に
軍
需
產
業
ベ
轉
換
し
得
る
諸
企
業
を
戰
時 

最
高
能
率
度
に
於
セ
運
轉
せ
し
め
る
際
、
幾
許
の
原
料
、
勞
働
力
、動
力
.等
を
必
要
と
す
る
か
、
豫
め
統
訏
調
盔
を
孜
さ
ね
ば
な
ら
•
ぬ
。

國
防
經
濟
欲
求
の
，內
に

は

、

m

に
國
民
.の
生
存
を
防
衛
す
る
爲
の
軍
需
‘の
：終
に
、
更
に
.國
民
の
生
存
を
維
持
す
る
爲
の
民
需
が
含
ま 

れ
て
t

o

こ
の
國
民
の
生
存
の
維
持
な
る
钬
泶
を
滿
ず
爲
に
、
水
道
、
-
瓦
斯
、
.電
氣
の
如
き
公
益
事
業
.の
外
に
、
全
農
業
生
產
、
'更 

に
.
は
國
段
に
被
服
住
韦
の
如
き
必
需
財
を
供
給
す
る
諸
企
業
*

乃
至
は
戰
時
に
於
て
も
尙
ほ
國
民
生
活
の
維
持
上
一
定
の
文
化
敗
の
.供 

給
激
を
必
耍
と
す
る
。
そ
し
て
こ
れ
等
の
生
產
は
.
そ
れ
自
身
又
勞
働
カ
、.
原
料
資
林
、.
機
械
、
動
力
、
交
通
機
關
.に
對
し
尨
大
な
欲
求 

:

國
：.
防
■
經
―

求
.

.-

..
 

5

S

'

:へ
1
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9
1〕
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十;

!!
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國

译
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'欲
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求
' 

丨

V 

S
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四
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' 

.

を
持
つ
。
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.
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*

そ
れ
故
こ
れ
等
I

I

しK

も
、
軍
I

I

め
統
計
的
調
I

I

れ
な
け
れ
^

だ
が
こ
の
S

は
旣
牮
時
に
於 

:•
,

て
も
非
常
s

f

伴
ふ
？
4

ふ
..
の
.は
ノ 
S

S

1

0
 

:

だ
が
近
代
の
經
濟
調
f

 

.
、

s

运

け

る

消

费

素
S

當
に
關
し
そ
.の
概
要
を
與
へ
る
こ
：と
に
成
功
し
て
I

殘
念
乍 

ら
S

に
は
斯
I

銃
計
的
硏
究
を
缺
く
。

そ
れ
故
參
考
.と
し
て伯
林
霞

研
究
，所
の
調
遙
を
左
に
.揭
げ
て
置
く
。

-.

ー

九

三

三

年

に

於

け

る

獨

逸

わ

民

需

支

出
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支
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項

目
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全

支

出

に
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す
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率
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服
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七
三
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四
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彭
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四
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四
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家
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什
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五
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文
化
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治
療
施
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(

國
營
を
除
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一

.
個
人
的
勞
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樂

ノ
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ポ
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'

然
し
戰
時
に
於
.で
は
：民
需
の
抑
制
は
不
可
避
I

爲
-

豫
.真
需
の
內
所
謂
固
宠
的
消
費
と
彈
ヵ
的
消
費
と
を
區
分
し
て
調
茶
し
て 

■
置

か

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

リ

例

へ

ば

•

.

.
一
九
三
三
铝
に
於
け
る
.獨
逸
民
需
品
支
出
の
區
分

. 

.■
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: 

■

支
出
項
目
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支
出
金
額
. 

全
支
出
に
對
す
る
H

分
率

V

固
定
的
消
费
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億

尋

厂
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〇
八

八

五
八
•

九
^

四
7
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%

Vgl. 

Ebenda. 

s
”
l
a
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’，

•

.

.

更
に
こ
の
.
消
費
支
出
を
金
韻
の
み
で
は
•なV

、

同
時
に
財
貨
.の
點
か
ら
も
調
杳
'
す
る
必
要
が
あ
る
。
斯
く
し
て
こ
そ
初
め
て
こ
れ
等 

財
貨
の
生
產
に
要
す
る
原
料
、
.
勞
.;'
(
1
:カ
量
等
の
調
嵛
が
可
能
と
な
り
、'
國
防
經
濟
の
計
畫
化
の
寒
礎
が
與
へ
ち
れ
る
か
ら
で
あ
る
狎
び

國

，
防

：
經

濟

：
欲

衆

,

：

'

:

.

'
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國
：if
:
經
'
濟

欲

.

.
浓

.

一
九
ニ
召
^

に
於
け
る
獨
逸
の
調
赍
の
ー
例
を
み
れ
ば 

.

,價

.
烙

.

.

小
寶
取
引
の
總
類

.

.
そ

の

内

食

物

及

び

嗜

好

品

—

■

、

同
.：

織

物

及

び

被

服

ノ

;

. 

.-
 

•
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'

同
.

家
具
及
び
住
届
欲
求
/

:

肉
の
消
费
ン
'

■■
煙

萆

の

消

費

.

'

'

、 

.

.

.

.

.
國
有
鐵
道
の
人
及
び
手
荷
物
輸
送
か
ら
.の
，收
入
/

數

パ

M

■
■ 

■
-
.

肉

の

鍵

置
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11.1、

ニ 0

八
千
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■

砂
■

の
消
費
量
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：
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、五
八
七

•

六
千

藤
.
.

:

靡

の

消

靈

.

'
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■:
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;
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五
九
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■
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ブ
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ニ
.

8

'

二
三

.

.

.
 

'■
■

四
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>九
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1
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•四六 

.

八
•四八

へ

一七
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乘
用
自
動
車
の
普
可
毫
數
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八
.ニ
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〇
千
臺
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ォ
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.
ト
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‘
ィ
_

9
許
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五
七
*
八
千
臺
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葉
卷
煙
草
の
.消

費

量
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萬
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:

/

■ -
:

斯
か
る
#

の
消
_

量

を

麗
I

I

つ
て
手
f

與
へ
f

の
は
、
各
國
に
於
て
g

調
茶
で
あ
■
る
。
.例
へ
ば
獨
逸
に
は
、
或
る
限
定
さ
れ
た
人
數
の
勞
働
者
、
使
用
人
、
{
目
吏
の
家
計
に
關
す
る
所
謂『

經
濟
調
丧
.

j

が 

あ
る
。
こ
れ
は
こ
の
方
商
に
或
る
程
使
の
解
決
を
與
べ
る
°
:
勿
論
斯
か
る
方
法
に
ょ
つ
て
は
極
く
小
範
圍
の
人
々
だ
け
が
問
題
と
さ
れ 

.
得
る
に
と
ど
ま
る
が
、
若
し
こ
れ
を
注
意
深
く
利
用
す
る
な
ら
ば
、
：.斯
か
る
斷
片
的
調
木3;

を
.以
.
つ
て
し
て
も
、
金
入
口
の
消
費
數
量
を 

，
評

價

す

る

に

足

る

の

で

あ

^

。
：.そ
.の
場
合
我
々
は
先
づ
主
要
な
商
品
に
限
り
得
る
の
で
.あ
る
。

然
し
こ
れ
等
各
種
の
民
需
は
結
局
次
.の
三
.
つ
に
大
別
す
る
こ
と
が
出
來
.る
'0 

|
.、

エ

業

的

に

坐

產

さ

れ

乃

至

加

.エ

さ

れ

た

食

料

品

に

對

す

る

欲

求 

:

ニ
、"
被
服
に
對
す
る
欲
求
.

'
•三
、
其
他
の
消
費
財
に
對
す
.る

欲

求
'
:
:
.

.

.

■

:

:

 

-
' 

■

;

國
防
'

經

濟

：欲

.̂

：
 

.

 

三

六

七

.

.

(

マ
七
〇
五)

.

j
穴.

n

-!
I

I

r.L
-

{
t
f
»
- 

i 

-
! 

t
>
»
-
» 

■

?
>
«

 

f 

? 

-

-

-

-

--
シ.-

-

-

-

-

-

-

-
-

- 

{
n
.
.
>
»
< 

> 

i 

-
.
.
I
r
r
.
-
i 

_

I
* 

3
V 

- 

- 

^



以
上
の

I

f

賃

|

>

共

崖

る
I

產

點

は
普
通

I

と
S

と
f

り
f

れ
た
金
額
で

I

そ
の
歷
ち
に
消
費

I

ら
I

.

財
貨

I

合
計
す

I

ら
ば
、
 

だ
が
斯
か
る
合

f

國
防

I

、'

特
に

.

物
動
計
謙
の

i

と
し
て
役
立

f

爲
I

金
額
の
合
計
か
ら
進
ん
で
、
第
一
て
そ
れ
等

生
I

f

原
料
、
馨

料

1

1

1

1

ぬ
。
、例

へ

議

拳

I

章

1

對
す

i

は
百

I

位
讓
て
表
す
か
し
な
け
れ
ば

I

ぬ
。
斯

く

し

て

羞

種
I

I

I

 

る
。

i

f

し
l

l

l

f

出

馨

I

I

き

に
I

物
資
の
生
產 

U

U

I

時
間

I

I

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
際
一
：.

定
物
資
を
生
產
す
る

|

て
の
最
初
の
生
產
段

i

f

、

i

認

"
■

_

■

•

例
へ
ば
！

1

:

1

靈

^

h

v '
<

Q

如
く
國
防
養

I

即

ち

議
1

|

_

|

產
す
る
，雇

す
1

働
時
|

び
裒
其
他
重
產
財
數
料
の
合
甚

f

與
へ
ら
れ

I

合
、
初
め
て
そ
の
國
が
持
つ
國
防
經
濟
力
、
特
に

.

そ
の
.素
材
を
な
す
生
産
力
と
の
比
較
が

可

能

と

な

る
。
何

I

 

”
ば 

一S

I

力
は
そ
の
賈
§

雲

力

と

、.

そ
の
勞
働
力
と
國
土
の

$

1

の
結

合

に

ょ

り

旣

I

f
れ

i

生 

V

と
力
ら

.

I

の
で
ぁ
り
從
つ
て
國
防
經
濟
欲
求
も
國
防
避
濟
ヵ
も
共

I

働
力
と
生
產
財

I

環
元
し
得
る
か
ら
で
ぁ
る
。
斯

'

i

同

i
當

着

く

兩

I

一
比
較
に
ょ
り
-一
國
防
經
.濟
|

.

|の
國
|

防
經
濟
ヵ

|

し

過

度

？

の
&'
.

|
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-
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.
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防
經
濟
欲
求
に
於
け
る
軍
需
と
民
需
と
の
比
重
を
如
何
忙
決
定
す
可
き
か
、
更
に
そ
れ
等
の
欲
求
を
如
何
に
抑
制
乃
至
統
制
す
可
き
か 

に
就
い
て
贵
的
概
算
を
與
へ
得
る
。

國
防
經
濟
欲
求
を
軍
需
と
民
需
と
に
ニ
大
別
し
た
が
、
な
ほ
こ
の
區
分
を
以
つ
て
し
て
は
不
充
分
で
ぁ
る
。
何
と
な
れ
ば
、
軍
需
物 

資
竝
び
に
民
需
物
資
を
不
斷
に
再
生
産
し
て
行
く
爲
に
は
、
そ
れ
等
の
生
產
に
要
す
る
生
產
施
設
そ
の
も
の
を
も
不
斷
に
再
虫
鹿
し
な 

け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
ぁ
る
。
從
つ
て
と
れ
等
生
産
施
設
を
更
新
せ
ん
が
爲
の
補
填
投
資
乃
至
生
產
施
設
を
擴
大
せ
ん
が
爲
■の
擴
張
投 

資
に
對
す
る
欲
求
が
更
に
附
加
‘
さ
れ
な
，け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
め
投
資
欲
求
は
單
に
軍
需
產
業
乃
至
民
需
產
業
が
持
つ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
 

こ
れ
等
を
補
足
す
る
交
通
業
、.
商
業
、
更
に
は
投
資
財
工
業
自
體
も
亦
投
資
欲
求
を
持
つ
。
斯
く
の
如
く
各
種
産
業
が
投
資
欲
求
を
持 

つ
。
以
上
、
旣
.に
平
時
に
於
て
も
投
資
財
の
販
賣
部
面
は
頗
る
錯
綜
し
て
居
及
、
そ
の
獨
逸
に
於
け
る一

例
を
擧
げ
れ
ば

1

九
二
八
年
に
於
け
る
獨
逸
投
資
財
工
業
の
國
內
販
賣
區
分

國
內
販
寶
總
額 

一

ニ
五
億
馬
克

そ
の
內
消
費
財
工
業 

10
 

.

生
産
財
工
業 

三o

 

住

宅

建

築
 

.
-

三

I 

工
業
外
の
購
入
者(

交
通
業
其
他)

五
二 

國

防

經

濟

欲

求

三
六
九
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こ
れ
等
の
投
資
欲
求
の
概
箅
は
金
額
の
點
か
ら
は
比
較
的
容
易
に
行
は
れ
得
る
a

例
へ
ば
補
塡
投
資
の
爲
0

欲

求

金

額

は

务

種

企

*
業 

の
減
憤
鎖
却
率
か
ら
そ
の
概
算
が
な
さ
れ
得
る
。
然
る
に
こ
れ
投
資
欲
求
を
原
料
、
動
力
、
勞
働
量
に
環
元
し
、
そ
れ
等
の
量
の
概
算 

を
與
へ
る
こ
と
は
頗
る
困
難
で
あ
る
。
と
一

K

ふ
の
は
、
投
資
財
工
業
の
生
產
物
は
そ
れ
自
身
頗
る
多
種
多
様
で
あ
り
、
從
つ
て
消
費
財 

產
業
に
於
け
る
如
く
ノ
そ
の
生
產
物
を
或
る
程
度
均
ー
化
し
、
-'

そ
の
生
產
に
要
す
る
原
料
、
動
力
、
勞
働
量
の
概
箅
を
箅
出
す
る
に
は 

非
常
な
技
術
的
困
難
を
伴
ふ
か
ら
で
あ
る
。 

- 

以
上
述
ベ
た
國
防
經
濟
欲
求
の
分
類
は
次
の
如
く
こ
れ
を
概
括
し
得
る
。

1

>
軍
部
の
欲
求
即
ち
軍
需 

-

a

、
軍
隊
の
欲
求
即
ち
直
接
の
軍
需 

.
.
.

b

、
軍
需
產
業
の
欲
求
即
ち
間
接
の
軍
需 

.

ニ
、
段
間
の
欲
求
郎
ち
民
需
.
.

 

，
 

a>1

業
的
に
生
產
さ
れ
—

加
エ
さ
れ
る
食
料
品
に
對
す
る
欲
求
.

.

 

b

、
被
服
に
對
す
る
欲
求 

.

C

其
忉
の
消
費
财
に
對
す
る
欲
求 

三
、
投
資
に
對
す
る
欲
求 

a
、
補
填
投
資
欲
求

1 ------------n,| |

求欲濟經防國

投 民 軍

資 需 需

b

v

擴
張
投
資
欲
求

,

M

に
こ
れ
等
を
要
約
す
れ
ば
、
國
防
經
濟
欲
求
は
次
の
表
を
以
つ
て
现
は
さ
れ
る
o

以
上
に
於
て
國

防
經
濟
ヵ

i

本
的
構
成
要
素
と

國
防

經

漠
求
の
分
類
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
な
ら
ば
、
次
に
こ
れ
ら
各
種
の
國
防 

經
濟
欲
求
を
滿
す
爲
の
手
段
が
そ
の
國

の
持
つ
國

防
經
濟
力
に
ょ
っ
て
如
何
に
調
達
さ
れ
る
か
が
問
題
と
な

る

0

即
ら
國
防
經
濟
欲
求 

の
調
達
過
程
と
し

て

の

國

拔經
濟
の
禅

生
產
過
程
が
問
題
と
な
る
。
そ
し
て
こ
の
問
題

.

Q

分
析
に
於
て
、
そ
の
：冉
生
產
愚
裎
に
は
如
可 

な
る
矛
盾
を
孕
む
か
を
剔
抉
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
更
に
こ
れ

等
矛
盾
を
克
服
し
、
國
防
經
濟
欲
求
と
そ
の
調
達
の
持
續
的
調
和
をn

 

る
爲
に
は
如
何
な
る
國

防
經
濟
政
策
を
と
る
可
き
か
が
問
題
と
な
る
。

つ
ま
り
國
防
經
濟
政
策
な
る
主
體
性
を
通
じ
如
何
に
國

M
經
濟 

の
#
生
鹿
過
程
が

_
成
さ
れ
て
行
く
か
が
問
題
と
な
る
。
吾
々
は
こ
れ
等
の
問
題
を
次
號
以
下
に
於
て
取
扱
ふ
豫
定
で
あ
る
。

國物經濟欲眾
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